
6.12
JUN 2008
NO.994

白鷹町ふるさと応援制度②

はじまります　デマンド型交通システム④
平成21年度採用白鷹町職員を募集します⑤
第24回サンシャイントライアル⑥
平成19年度白鷹町内河川の水質調査結果⑧
最上川の文化的景観を軸とした

まちづくり推進会議⑨
国民年金のお知らせ⑩

〒992-0892 山形県西置賜郡白鷹町大字荒砥甲833 　☎0238(85)2111  FAX0238(85)2128
E-mail:soumuseisaku@so.town.shirataka.yamagata.jp  ホームページ : http://www.town.shirataka.yamagata.jp編集と発行／白鷹町総務政策課

「ただいまから、訓練を始めます！」－　第２分団、第３分団の各個訓練（春季消防演習にて）
　６月１日、東中学校で、平成20年度白鷹町春季消防演習が行われました。あいにくの雨となり体育館での開催となりまし
たが、重々しい観閲やきびきびした規律訓練が目の前で繰り広げられ、ピンと引き締まった雰囲気に包まれました。その後、
火災防ぎょ訓練、分列行進が行われ、集まった皆さんからは頼もしい消防隊、消防団の姿に、盛んな拍手が送られました。



ふるさとを
応援してください！
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は
じ
ま
り
ま
す
！

白
鷹
町
�
�
�
�
応
援
制
度

－

町
外
に
お
住
ま
い
の
ご
親
戚
、
ご
友
人
の
か
た
へ

ぜ
ひ
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い

－

「
白
鷹
町
ふ
る
さ
と
応
援
制
度
」
と
は

　

平
成
20
年
度
の
税
制
改
正
に
伴
い
個
人
住
民
税
に
お
け
る
寄
附

金
税
制
の
拡
充
が
盛
り
込
ま
れ
、
い
わ
ゆ
る
「
ふ
る
さ
と
納
税
制

度
」
が
新
設
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
、
本
町
出
身
や
本
町
に
ゆ
か
り

が
あ
る
な
ど
、
町
外
に
お
住
ま
い
で
白
鷹
町
を
応
援
し
た
い
と
思

っ
て
い
る
か
た
と
町
民
と
町
が
一
体
と
な
っ
た
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
る
た
め
に
つ
く
ら
れ
ま
し
た
。

　

町
で
は
、
こ
の
制
度
を
進
め
る
に
あ
た
り
白
鷹
町
ふ
る
さ
と
応

援
基
金
を
設
け
、
本
町
を
応
援
し
た
い
と
思
う
皆
さ
ま
か
ら
寄
付

を
募
り
、
い
た
だ
い
た
寄
付
金
を
も
と
に
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
を
行

っ
て
い
く
予
定
で
す
。

　

寄
付
金
は
、「
白
鷹
町
ふ
る
さ
と

応
援
基
金
事
業
選
定
委
員
会
」
を

開
催
し
て
使
途
を
決
定
し
ま
す
が
、

具
体
的
に
は
以
下
の
事
業
に
対
し

て
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
く
予
定
で

す
。

(1)
�
�
�
�
�
文
化
応
援
事
業

　

町
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー
を
生
か

し
た
文
化
振
興
に
関
す
る
事
業
及

び
梅
津
五
郎
絵
画
の
修
復
保
全
並

び
に
伝
統
芸
能

（
高
玉
芝
居
）、

伝
統
工
芸
（
深

山
和
紙
、
白
鷹

紬
な
ど
）
と
い

っ
た
町
に
残
る

貴
重
な
伝
統
の

保
存
伝
承
な
ど

(2)
�
�
�
�
�
人
�
�
�
応
援
事
業

　

白
鷹
町
で
も

お
な
じ
み
の
童

門
冬
二
さ
ん
に

も
ご
協
力
い
た

だ
き
、
こ
ど
も

読
書
感
想
文
コ

ン
ク
ー
ル
で
の

「
童
門
冬
二
賞
」
の
創
設
及
び
町

文
化
交
流
セ
ン
タ
ー
へ
の
童
門
さ

ん
の
コ
ー
ナ
ー
の
設
置
な
ど

(3)
�
�
�
�
�
観
光
応
援
事
業

　

薬
師
桜
や
釜
の
越
桜
な
ど
の
古

典
桜
の
保
存
と

環
境
整
備
及
び

新
た
な
町
の
特

産
品
開
発
の
た

め
の
研
究
に
関

す
る
事
業
な
ど

各
種
事
業
に
生
か
し
て
い
き
ま
す

－

寄
付
金
を
も
と
に
予
定
し
て
い
る
事
業

－

(4)
�
�
�
�
�
集
落
応
援
事
業

　

人
口
減
少
や

高
齢
化
が
進
む

集
落
で
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
醸
成

を
図
り
、
地
域

の
元
気
を
取
り

戻
す
た
め
の
事

業
実
施
な
ど

(5)
�
�
�
�
�
�
�
�
�
応
援
事
業

　

町
長
が
特
に
認
め
る
事
業
及
び

ふ
る
さ
と
応
援
制
度
の
Ｐ
Ｒ
に
関

す
る
事
業
並
び
に
事
務
経
費
な
ど

　

受
け
付
け
る
寄
付
金
額

　

１
件
あ
た
り
、
５
０
０
０
円
か
ら
で
す
。

＊
寄
付
金
額
に
上
限
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
税
制
上
の
控
除
額
に
は

　

限
度
が
あ
り
ま
す
。
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○所得税の軽減
〔年間寄付額（＊１）－5,000円〕＝所得金額からの控除額（＊２）…①
　＊１　控除の対象となる寄付額の上限は総所得金額の30％です。
　＊２　確定申告により、所得から控除できる制度が適用されます。
○住民税の軽減
　次の（ア）基本控除と（イ）特例控除の合計額が税額から控除されます。
（ア）〔年間寄付額（＊３）－5,000円〕×10％…②
（イ）〔年間寄付額（＊３）－5,000円〕×（90％－所得税率）…③（＊４）
　＊３　控除の対象となる寄付額の上限は総所得金額の30％です。
　＊４　上限は寄付した翌年４月から始まる年度の個人住民税所得割の10％です。

＜例＞「夫婦、子ども２人で年収700万円、
住民税額30万円、所得税率10％」の場合

ふるさと応援寄付金額
30,000円

寄付控除の対象額
25,000円

自己負担分
5,000円

2,500円
…①

2,500円
…②

住民税の特別控除分
20,000円…③

所得税の控除分（税額換算）
住民税の基本控除分

〈内訳〉

「白鷹町」に３万円を

寄付します

◇
寄
付
し
て
い
た
だ
い
た
か
た
に
は
・
・
・

　

白
鷹
町
ふ
る
さ
と
応
援
隊
員
と
し
て
任
命
さ
れ
、
さ
ま
ざ

ま
な
特
典
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

特
典
�　

隊
員
証
を
交
付
し
ま
す

特
典
�　

白
鷹
町
特
産
品
を
お
贈
り
し
ま
す

　

農
産
物
、
赤
す
も
も
ワ
イ
ン
、
白
鷹
紬
小
物
製
品
、
深
山

和
紙
小
物
製
品
な
ど
か
ら
１
品
（
現
在
選
定
中
）

※
そ
の
ほ
か
に
も
各
種
特
典
を
検
討
中
で
す
。

平成20年度

白鷹町ふるさと応援隊

隊員証

隊員番号 No ００１

白鷹 太郎介

隊

隊員員証員

さと応応援るさと応援隊

証

隊員番

白鷹町ふるさと応援制度に関する窓口

■問い合わせ窓口
　総務政策課　政策企画係（☎85-6123）
■寄付申し込み窓口
　総務政策課　生活安全係（☎85-6122）
■税の控除に関する窓口
　町民税務課　町税係（☎85-6132）

　

申
し
込
み
方
法

　

寄
付
さ
れ
る
か
た
は
、
寄
付
申

込
書
（
＊
５
）
に
必
要
事
項
を
記

入
し
、
役
場
に
提
出
し
て
い
た
だ

き
ま
す
。
提
出
後
、
寄
付
金
の
納

付
書
な
ど
を
お
送
り
し
ま
す
の
で
、

ご
希
望
の
入
金
方
法
で
寄
付
し
て

い
た
だ
き
ま
す
。

＊
５　

寄
付
申
込
書
は
、
役
場
総

務
政
策
課
ま
た
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
入
手
で
き
ま
す
（
ご
連
絡
い
た

だ
け
ば
町
外
に
お
住
ま
い
の
か
た

に
郵
送
も
行
い
ま
す
）。

　

税
制
上
の
取
り
扱
い

　

寄
付
金
控
除
の
上
限
は
、
住
民

税
所
得
割
額
の
10
％
が
限
度
と
な

り
ま
す
。
詳
し
く
は
、
左
の
計
算

書
の
と
お
り
で
す
。



停留所�
白鷹町役場

停留所�
荒砥駅

停留所�
パワーセンター

停留所�
町立病院

デマンドタクシー
（川西区域）
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８
月
か
ら
、
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
を
運
行
し
ま
す
－

川
西
区
域
（
蚕
桑
、
鮎
貝
地
区
）
か
ら
ス
タ
ー
ト

－

　

本
町
の
実
情
に
合
っ
た
輸
送
サ

ー
ビ
ス
を
実
現
す
る
た
め
に
設
置

し
た
「
白
鷹
町
地
域
公
共
交
通
会

議
」
に
お
い
て
、
町
営
バ
ス
の
見

直
し
や
デ
マ
ン
ド
型
交
通
シ
ス
テ

ム
の
導
入
に
向
け
た
検
討
を
行
い
、

デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
の
運
行
を
８

月
か
ら
行
う
こ
と
な
ど
を
決
定
し

ま
し
た
。
詳
し
い
会
議
の
内
容
な

ど
は
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧

い
た
だ
け
ま
す
。

　

デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
と
は

　

通
常
の
タ
ク
シ
ー
と
は
違
い
、

あ
ら
か
じ
め
利
用
者
登
録
し
た
住

民
の
か
た
が
、
電
話
で
予
約
セ
ン

タ
ー
に
予
約
し
、
予
約
に
合
わ
せ

て
ほ
か
の
か
た
と
乗
り
合
い
し
な

が
ら
目
的
地
ま
で
送
迎
す
る
シ
ス

テ
ム
で
す
。
平
成
21
年
度
か
ら
町

内
全
域
で
運
行
し
交
通
空
白
地
域

の
解
消
を
め
ざ
し
ま
す
が
、
今
年

度
は
試
験
的
に
蚕
桑
、
鮎
貝
地
区

か
ら
運
行
し
て
い
き
ま
す
。

　

運
行
の
主
な
内
容
は
下
記
の
①

〜
④
の
と
お
り
で
す
。

  

今
後
の
路
線
バ
ス
の
運
行
予
定

○「
さ
く
ら
バ
ス
」は

今
年
７
月
で
休
止
し
ま
す

　

デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
の
運
行
に

伴
い
、
町
営
バ
ス
の
パ
レ
ス
松
風

〜
西
高
玉
線
（
さ
く
ら
バ
ス
）
は

７
月
い
っ
ぱ
い
で
休
止
し
ま
す
。

○
町
営
バ
ス「
荒
砥
〜
大
瀬
線
」、

山
交
バ
ス「
荒
砥
〜
中
山
線
」は

来
年
の
３
月
で
休
止
し
ま
す

　

平
成
21
年
度
か
ら
、
川
東
区
域

（
荒
砥
、
十
王
、
鷹
山
、
東
根
地

区
）
に
お
い
て
も
運
行
を
開
始
す

る
た
め
、
「
荒
砥
〜
大
瀬
線
」
と

「
荒
砥
〜
中
山
線
」
は
今
年
度
い

っ
ぱ
い
で
休
止
と
な
り
ま
す
。
小

中
学
生
の
利
用
者
へ
の
対
応
は
、

朝
夕
同
じ
路
線
で
ス
ク
ー
ル
バ
ス

を
運
行
す
る
予
定
で
す
。

○
山
交
バ
ス「
長
井
〜
荒
砥
線
」

は
当
面
運
行
さ
れ
ま
す

＊
町
営
バ
ス
回
数
券
の
払
い
戻
し

は
行
い
ま
せ
ん
の
で
、
お
持
ち
の

か
た
は
使
い
切
っ
て
い
た
だ
く
よ

う
に
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

総
務
政
策
課
政

策
企
画
係
（
☎
85

－

６
１
２
３
）

　

③
利
用
方
法

○
登
録
：
利
用
さ
れ
る
か
た
は
事

前　

に
登
録
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

○
予
約
：
利
用
す
る
場
合
は
、
前

　

日
ま
で
予
約
セ
ン
タ
ー
に
電
話

　

で
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

○
料
金
：
ど
な
た
が
乗
っ
て
も
１

　

回
の
利
用
は
５
０
０
円
で
す
。

★
ご
利
用
方
法
や
予
約
セ
ン
タ
ー

に
関
す
る
詳
細
は
、
今
後
の
広
報

紙
な
ど
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

④
無
料
運
行

　

町
民
の
皆
さ
ま
に
、
新
し
く
導

入
さ
れ
る
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
に

慣
れ
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
１
カ

月
間
の
無
料
運
行
を
行
い
ま
す
。

ぜ
ひ
ご
利
用
い
た
だ
き
、
デ
マ
ン

ド
タ
ク
シ
ー
の
便
利
さ
を
実
感
し

て
く
だ
さ
い
。

○
無
料
期
間

　

８
月
１
日
（
金
）
か
ら

　

８
月
29
日
（
金
）
ま
で

　

①
運
行
計
画

エ
リ
ア
区
分

川
西
区
域
（
蚕
桑
、
鮎
貝
地
区
）

運
行
エ
リ
ア

左
図
参
照

運
行
開
始
日

平
成
20
年
8
月
1
日
（
金
）

運　

行　

日

月
曜
か
ら
金
曜
の
週
5
日
（
土
・
日
曜
日
、

祝
日
、
年
末
年
始
は
運
休
）

運
行
時
間

午
前
8
時
か
ら
午
後
4
時
ま
で

利
用
料
金

1
回
あ
た
り
５
０
０
円

運
行
車
両

ジ
ャ
ン
ボ
タ
ク
シ
ー
1
台

運
行
時
刻
及

び
運
行
回
数

午
前

午
後

午
前 

８ 

時
便

午
後 

１ 

時
便

午
前 

９ 

時
便

午
後 

２ 

時
便

午
前
10
時
便

午
後 

３ 

時
便

午
前
11
時
便

計
7
便

　

②
運
行
エ
リ
ア

＊蚕桑・鮎貝地区内はどこでも乗り降りできますが、荒砥方面に行く
場合は①町立病院、②町役場、③パワーセンター、④荒砥駅が停留所
となります。帰る場合も①～④の場所からご乗車いただきます。

は
じ
ま
り
ま
す

デ
マ
ン
ド
型

交
通
シ
ス
テ
ム
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平
成
19
年
度
�
白
鷹
町
情

報
公
開
条
例
�
個
人
情
報

保
護
条
例
�
運
用
状
況
�

公
開
�
�
�

▼
期
間　

平
成
19
年
４
月
１
日
か

ら
平
成
20
年
３
月
31
日
ま
で

▼
根
拠
条
項　

白
鷹
町
情
報
公
開

条
例
第
26
条
・
個
人
情
報
保
護
条

例
第
39
条

　

白
鷹
町
情
報
公
開
条
例
は
、
行

政
の
説
明
責
任
を
明
ら
か
に
し
、

わ
か
り
や
す
い
町
政
の
実
現
を
目

的
と
し
て
い
ま
す
。

　

白
鷹
町
個
人
情
報
保
護
条
例
が

平
成
16
年
４
月
１
日
に
施
行
さ
れ

ま
し
た
。
こ
の
条
例
は
、
行
政
が

保
有
す
る
個
人
情
報
の
保
護
及
び

適
正
な
取
扱
い
に
つ
い
て
定
め
る

こ
と
に
よ
り
、
個
人
の
権
利
・
利

益
を
保
護
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
。

項目 件数

情報公開請求 ４件

情報公開等決定 ３件

情報公開不服申立 ０件

個人情報開示等請求 ０件

個人情報開示等決定 ０件

個人情報保護不服申立 ０件

■
問
い
合
わ
せ　

総
務
政
策
課　

総
務
係
（
☎
85

－

６
１
２
０
）

◇
初
級
行
政
職

〔
高
校
卒
業
程
度
〕

◎
若
干
名

◇
上
級
行
政
職

〔
大
学
卒
業
程
度
〕

◎
若
干
名

募
集
職
種
と

採
用
予
定
人
員

昭
和
62
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
３
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
か
た

※
た
だ
し
、
大
学
（
短
期
大
学
を
除
く
）
を
卒
業
し
た
か
た
、
ま
た
は
平

　

成
21
年
３
月
ま
で
に
大
学
（
短
期
大
学
を
除
く
）
を
卒
業
見
込
み
の
か

　

た
は
受
験
で
き
ま
せ
ん
。

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
か
た

①
昭
和
53
年
４
月
２
日
か
ら
昭
和
62
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
か
た

　

（
学
歴
は
問
い
ま
せ
ん
）

②
昭
和
62
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
か
た
で
、
学
校
教
育
法
に
よ
る

　

大
学
（
短
期
大
学
を
除
く
）
を
卒
業
し
た
か
た
、
ま
た
は
平
成
21
年
３

　

月
ま
で
に
卒
業
見
込
み
の
か
た

受　

験　

資　

格

【
提
出
書
類
】

①
白
鷹
町
職
員
採
用
試
験
申
込
書
及
び
住
民
票
抄

　

本
（
日
本
国
籍
を
有
し
な
い
か
た
は
、
外
国
人

　

登
録
原
票
記
載
事
項
証
明
書
）

＊
申
込
書
は
役
場
２
階
総
務
政
策
課
に
備
え
付
け

　

て
い
ま
す
。
ま
た
、
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

　

も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

②
写
真
（
３
カ
月
以
内
に
撮
影
し
た
も
の
で
、
タ

　

テ
４
㌢
×
ヨ
コ
３
㌢
、無
帽
、上
半
身
、正
面
）

※
応
募
は
郵
送
で
も
受
け
付
け
ま
す
（
８
月
８
日

必
着
）。

■
応
募
先
・
問
い
合
わ
せ

　

白
鷹
町
役
場　

総
務
政
策
課
総
務
係

　

（
〒
９
９
２

－

０
８
９
２　

白
鷹
町
大
字
荒
砥

　

甲
８
３
３　

☎
85

－

６
１
２
０　

Ｆ
Ａ
Ｘ
85

－
　

２
１
２
８
）

【
試
験
日
及
び
会
場
】

◇
第
１
次
試
験
…
９
月
20
日
（
土
）

　
　
　
　
　
　
　

白
鷹
町
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　

９
月
21
日
（
日
）

　
　
　
　
　
　
　

長
井
市
立
長
井
南
中
学
校

◇
第
２
次
試
験
…
10
月
中
・
下
旬
（
予
定
）

【
受
験
申
込
受
付
期
間
】

　
　
　
　
　

６
月
16
日（
月
）〜
８
月
８
日（
金
）

【
試
験
内
容
】

◇
第
１
次
試
験

●

上
級
行
政
職
…
口
述
試
験
、
教
養
試
験
、

　
　
　
　
　
　
　

専
門
試
験
、
職
場
適
応
性
検
査
、

　
　
　
　
　
　
　

作
文
試
験

●

初
級
行
政
職
…
口
述
試
験
、
教
養
試
験
、　　

　
　
　
　
　
　
　

職
場
適
応
性
検
査
、
作
文
試
験

◇
第
２
次
試
験
…
面
接
試
験

平
成
21
年
度
採
用
白
鷹
町
職
員
を
募
集
し
ま
す

求
�
�
未
来
人
�
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【ハーモニークラス】（参加人数／ 114人）
　初心者や万年ビギナーのかた、もはや上達をあきらめたかたなどを対象にし
たクラス。もう一つの目玉は、オールクリーン（減点ゼロ）を出したみんなが
優勝というルール。
　午前中最後の第11セクションの「つぶて石」最終セクションの「白鷹スキー
場」など「あと少し！あと少しでオールクリーンだ！」という、緊迫感のある
挑戦する姿をお楽しみいただけます！

■ハーモニー土曜日（21日）の観戦可能ポイント
①白鷹スキー場スタート･････････････････････････ 7:30 ～   9:00
⑪つぶて石････････････････････････････････････10:30 ～ 12:40
⑫塩田････････････････････････････････････････12:10 ～ 13:30
⑬⑭萩野トラパーク････････････････････････････12:20 ～ 14:00
⑯針生････････････････････････････････････････12:50 ～ 14:50
⑲⑳ 21白鷹スキー場ゴール･･････････････････････13:20 ～ 16:10

【トレッキングクラス】（参加人数／ 83人）
　トレッキングでは独自の障害物競走のような「タイムセクション」というの
があります。ここはできるだけ短い時間で通り抜けるほどよいので、ライダー
は転んでも、降りて押しても、なんとか出口までたどり着こうともがきます。
見ているかたの応援のしどころです。「落ち着け～」とか「ほらもう少し、がん
ばって～」とかご声援いただけると、とてもうれしいものです。

■トレッキング土曜日（21日）の観戦可能ポイント
①白鷹スキー場スタート･････････････････････････7:30 ～   8:30
②松程･････････････････････････････････････････8:00 ～   9:00
⑥じゃぶじゃぶ広場･････････････････････････････9:40 ～ 11:00
⑨永泉寺北の山････････････････････････････････12:00 ～ 13:15
⑬塩田････････････････････････････････････････13:05 ～ 15:00
⑯白鷹スキー場ゴール･･････････････････････････13:50 ～ 16:10

スタート＆ゴール：白鷹スキー場

　今年も全国から300人ものライダーが集まりま
す。早朝のスタートから夕方のゴールまで、ケモ
ノ道や廃道、林道を走り、コース中に点在するセ
クション（競技区間）に挑戦します。開催クラス
は土曜と日曜合わせて３クラス。そして今年はプ
ロのライダーによるスーパーデモンストレーショ
ンも同時開催します！
　国内トップクラスの華麗な技の数々をぜひご覧
ください！

※大会公式プログラムは白鷹町内のコンビニ、Ｇ
Ｓ、最寄のお店などで無料配布します。

土 日
6/21-22

※林道へ入っての観戦は大変危険ですのでご遠慮ください。

※林道へ入っての観戦は大変危険ですのでご遠慮ください。

●主催／サンシャイントライアル　オーガニゼーション
●大会事務局
　〒992-0771山形県西置賜郡白鷹町鮎貝2383-1
　サンシャイントライアル事務局　
　　直通携帯：090-4883-0320（担当／鈴木）
ホームページ：http://www2.jan.ne.jp/̃sunshine/

２００８ サンシャイントライアル＆トレッキング
トライアル
スーパーデモンストレーション
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手を振ってのご声援、よろしくお願いします。

【パラダイスクラス】（参加人数／ 101人）
　各セクションにオブザーバー（採点する審判）がいるクラスです。
通過するコースもセクションもハイレベルで見応えのあるクラス。
　第５セクションの「永泉寺北の山」や第18セクションの「黒鴨じゃ
ぶじゃぶ広場」などは、毎年たくさんの見物人が集まる名物セクショ
ンです！

■パラダイス日曜日（22日）の観戦可能ポイント
①白鷹スキー場スタート････････････････････････7:30 ～    8:30
④十王八卦････････････････････････････････････8:05 ～    9:40
⑤永泉寺北の山････････････････････････････････8:15 ～    9:50
⑪森砂防･･････････････････････････････････････9:45 ～  12:00
⑫勧進代ロック･･･････････････････････････････11:10 ～ 13:10
⑮上ノ台･････････････････････････････････････11:55 ～ 13:55
⑯沖丸太木･･･････････････････････････････････12:10 ～ 14:10
⑱じゃぶじゃぶ広場･･･････････････････････････13:00 ～ 15:00
⑲つぶて石･･･････････････････････････････････13:15 ～ 15:15
 21  22 白鷹スキー場ゴール･･･････････････････････13:50 ～ 16:00

■サンシャイントライアル特別番組のご案内

　今年もサントラの特別番組が、ＹＴＳ山形テレビ（23ch）

で放映されます。

　収録は、21日（土）が主にスピカ駐車場、22日（日）がパラ

ダイスクラスのコース内で行われる予定です。皆さんも観

戦したり、インタビューに答えて、テレビ出演にご協力く

ださい！

放送日時：６月28日（土）午後１時00分～１時25分

走
ら
せ
て
も
ら
�
て
あ
り
が
と
う

２００８ サンシャイントライアル＆トレッキング

※林道へ入っての観戦は大変危険ですのでご遠慮ください。

●い　つ　６月21日（土）14:00 ／ 16:00
　　　　　　　22日（日）11:00 ／ 13:00
●どこで　スピカ駐車場
●参加ライダー
　野崎史高　選手
　　現在全日本トライアルのスーパー国際Ａ級（日本最高峰のクラス）で
　　ランキング３位の選手
　高橋　由　選手
　　現在全日本トライアルのスーパー国際Ａ級でランキング23位の要注目
　　の選手

君
�
�
�
�
�
�
�
背
中
�

〝 

翼
〞
�
見
�
�
�
�
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谷町川

思 川

水質調査地点図

水質調査データ

河
川

採取年月日 時間 天候
気温
℃

水温
℃

外観 臭気 透視度 濁度 PH
BOD
mg /L

SS
mg /L

DO
mg /L

大腸菌群数
MPN/100mL

谷
町
川

平成 19 年 5 月 22 日 8 時 50 分 晴 15 14.8
微黄色
浮遊物＋

土臭 40 ↑ 13 6.7 1.2 11 10 24,000

平成 19 年 8 月 1 日 9 時 05 分 晴 20.5 20.8
微黄色
浮遊物＋

土臭 50 ↑ 4.8 6.5 1.9 5 6.9 46,000

平成 19 年 11 月 16 日 9 時 00 分 晴 7.9 10.2
微黄色
浮遊物＋

無臭 50 ↑ 4.2 6.8 1.1 5 10 11,000

平成 20 年 2 月 22 日 10 時 25 分 晴 1 3.5
微黒褐色
浮遊物＋

無臭 50 ↑ 2 6.8 3.8 9 12 24,000

平均値 （年間） － － 11.1 12.3 － － 50 ↑ 6 6.7 2 8 9.7 26,250

思�

川

平成 19 年 5 月 22 日 9 時 15 分 晴 17 16.2
微黄色
浮遊物＋

土臭 25 ↑ 25 6.9 2.8 30 9 35,000

平成 19 年 8 月 1 日 9 時 30 分 晴 21 20.2 微黄色 土臭 50 ↑ 5.9 6.9 1.3 8 8.3 2,800

平成 19 年 11 月 16 日 9 時 25 分 晴 7.4 9.3 淡黄色 土臭 50 ↑ 2.6 7 0.7 2 11 1,100

平成 20 年 2 月 22 日 10 時 50 分 晴 1 3 淡茶色 無臭 34 ↑ 2.5 7.1 2.8 37 12 7,900

平均値 （年間） － － 11.6 12.2 － － 50 ↑ 9 7 1.9 19 10.1 11,700

Ａ類型基準
6.5
～
8.5

2.0
以下

25　
以下

7.5
以上 1000 以下

●8　　 広報しらたか　2008.6.12

【用語解説】

●ｐＨ：水素イオン濃度指数のこと。酸性、アルカリ性の

　度合いを示す指数です。7.0が中性で、これより値が小

　さいと酸性、大きいとアルカリ性を表します。

●ＢＯＤ：水中の有機物が微生物の働きで分解されるとき

　に消費される酸素の量。河川の汚濁状況を示す代表的な

　指標で、数値が大きいほど汚濁が進んでいるといえます。

●ＳＳ：浮遊物質量。水中に浮遊する物質の量をいい、数

　値が大きいほど水質汚濁が著しくなります。水の汚れの

　原因となり、ＳＳが大きくなると魚類などへの影響が現

　れるといわれています。

平
成
19
年
度
白
鷹
町
内
河
川
の
水
質
調
査
結
果

　

白
鷹
町
で
は
、
平
成
15
年
３
月
に
策
定
し
た
「
白
鷹
町
環
境
基

本
計
画
」
に
基
づ
き
、
清
ら
か
な
水
を
守
る
取
り
組
み
と
し
て
、

平
成
16
年
度
か
ら
町
内
主
要
11
河
川
の
水
質
検
査
を
実
施
し
て
き

ま
し
た
。
今
年
度
は
、
昨
年
度
に
引
き
続
き
要
観
察
が
必
要
で
あ

る
と
思
わ
れ
る
思
川
、
谷
町
川
の
２
河
川
に
つ
い
て
四
季
を
通
じ

た
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
の
で
、
そ
の
結
果
を
公
表
し
ま
す
。

●ＤＯ：水中に溶けている酸素量で、きれいな水ほど飽和

　に近い量が含まれます。一般に魚介類が生活するために

　は３mg／リットル以上、好気性微生物が活発に活動する

　ためには２mg／リットル以上が必要で、ゼロになると腐

　敗が始まり悪臭が発生します。

●大腸菌群数：大腸菌とは、乳糖を分解し、酸とガスを形

　成する好気性または嫌気性の菌をいいます。大腸菌が水

　中に存在するということは、人畜のし尿などで汚染され

　ている可能性を示すものです。

守
ろ
う
！
清
ら
か
な
水
、
そ
し
て
美
し
い
ふ
る
さ
と
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●表１ ：生活環境の保全に関する環境基準 （河川）
類
型

pH
BOD
（mg/L）

SS
（mg/L）

DO
（mg/L）

大腸菌群数
MPN/100mL

AA 6.5 ～ 8.5 1 以下 25 以下 7.5 以上 50 以下
A 6.5 ～ 8.5 2 以下 25 以下 7.5 以上 1000 以下
B 6.5 ～ 8.5 3 以下 25 以下 5以上 5000 以下
C 6.5 ～ 8.5 5 以下 50 以下 5以上 －

D 6.0 ～ 8.5 8 以下
100
以下

2以上 －

E 6.0 ～ 8.5 10 以下 2以上

水質検査の様子（思川）

問い合わせ
町民税務課　くらし・環境推進係

☎85-6131

　

当
該
河
川
に
は
、
環
境
基
準
の

設
定
は
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
環

境
基
準
の
Ａ
類
型
を
も
と
に
評
価

し
ま
し
た
（
表
１
参
照
）。

　

水
素
イ
オ
ン
濃
度
（
ｐ
Ｈ
）
に

つ
い
て
は
、
谷
町
川
・
思
川
と
も

に
年
間
を
通
じ
て
大
き
な
差
異
は

見
ら
れ
ま
せ
ん
。
生
物
化
学
的
酸

素
要
求
量
（
Ｂ
Ｏ
Ｄ
）
及
び
浮
遊

物
質
量
（
Ｓ
Ｓ
）
に
つ
い
て
は
、

谷
町
川
が
２
月
末
に
、
思
川
に
つ

い
て
は
５
月
末
と
２
月
末
に
環
境

基
準
を
上
回
る
高
い
値
を
示
し
、

溶
存
酸
素
量
（
Ｄ
Ｏ
）
に
つ
い
て

は
、
谷
町
川
が
８
月
初
旬
に
環
境

基
準
を
下
回
る
低
い
値
を
示
し
て

い
ま
す
。
こ
の
こ
と
は
、
一
時
的

に
汚
れ
た
排
水
の
混
入
が
考
え
ら

れ
ま
す
。

　

大
腸
菌
群
数
は
大
幅
に
基
準
値

を
越
え
て
い
ま
す
が
、
糞ふ
ん
べ
ん
せ
い

便
性
大

腸
菌
の
ほ
か
に
類
似
す
る
細
菌
類

を
す
べ
て
カ
ウ
ン
ト
す
る
た
め
、

季
節
・
流
量
及
び
天
候
な
ど
に
よ

っ
て
大
き
く
変
わ
る
性
質
が
あ
り

ま
す
。
県
が
各
年
度
ご
と
年
間
を

通
じ
て
行
っ
て
い
る
最
上
川
上
流

（
糠
野
目
橋
）
の
水
質
調
査
デ
ー

タ
（
表
２
）
を
載
せ
ま
し
た
の
で

比
較
し
て
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●表２ ：最上川上流 （糠野目橋）

項目 平成 18 年度

最
上
川
上
流

�
糠
野
目
橋)

観
測
所

年月
大腸菌
群数

糞便性大腸
菌群数

流量

４月中 2,400 － 51.44

５月上 3,300 － 25.38

６月上 3,300 － 5.21

７月下 33,000 － 34.43

８月下 13,000 － 18.52

９月上 7,900 － 4.53

10 月上 17,000 － 11.49

11 月下 13,000 － 24.55

12 月上 4,900 － 25.2

１月上 1,300 － 24.55

２月上 3,300 － 14.8

３月上 2,400 － 22.04

※平成 18 年度から、 調査回数が２回／月～ 1回／月
に減り、 糞便性大腸菌群数調査を行っていません。

景
観
づ
く
り
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
？

み
な
さ
ん
が
主
体
の
ま
ち
づ
く
り
会
議
を
行
い
ま
す

　

昨
年
秋
、
白
鷹
町
か
ら
朝
日

町
に
至
る
最
上
川
に
大
規
模
な

舟
道
が
発
見
さ
れ
話
題
と
な
り

ま
し
た
。
ま
た
、
本
町
に
は
古

典
桜
や
深
山
観
音
堂
な
ど
多
く

の
文
化
的
資
産
が
大
切
に
守
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
景
観
資
産
を
ま
ち

づ
く
り
、
地
域
づ
く
り
の
生
か

そ
う
と
住
民
組
織
を
立
ち
上
げ

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
興
味

の
あ
る
か
た
、
景
観
づ
く
り
に

協
力
で
き
る
か
た
は
、
ぜ
ひ
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

●
名
称

　

最
上
川
の
文
化
的
景
観
を
軸
と
し
た
ま
ち
づ
く
り
推
進
会
議

●
い
つ　

６
月
21
日
（
土
）
午
後
１
時
30
分
〜

●
ど
こ
で　

中
央
公
民
館
大
ホ
ー
ル

●
記
念
講
演

　

講
師　

高
村
義
晴
さ
ん
（
山
形
県
土
木
部
長
）

　

演
題
「
県
土
づ
く
り
と
景
観
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
」

■
問
い
合
わ
せ　

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
（
☎
85

－

６
１
１
０
）
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国
民
年
金

こんなときは届け出をしてください

－手続きのお願い－

い　つ 手続き どこへ

20 歳になったとき
厚生年金 ・共済年金加入以外

なら国民年金に加入
町役場

退職したとき 国民年金に加入 町役場

結婚や退職などで配
偶者（厚生年金・共
済年金の加入者）の
扶養になったとき

第３号被保険者への種別変更 配偶者の勤務先

配偶者の扶養から外
れたとき

第３号被保険者から第１号被保

険者への種別変更
町役場

年金手帳をなくした
とき

再交付の申請

第１号被保険者は町役場

第２号被保険者は勤務先

第３号被保険者は配偶者

の勤務先

国民年金保険料を納
めるのが困難なとき

全額免除 ・半額免除 ・納付猶

予の申請 （18 年７月からは１

/ ４ ・ ３/ ４免除も申請可）

町役場

（７月より受付開始）

学生で納付が困難な
とき

学生納付特例の申請

（学生証の写し、 または在学証

明を添付）

町役場

老齢年金を受給する
とき

裁定請求の手続き

第１号被保険者の期間の

みのかたは町役場

他の年金のかたは年金相

談日または、 米沢社会保

険事務所

死亡したとき

国民年金加入のみのかたが死

亡したとき・未支給・障害年金・

死亡一時金などの請求手続き

町役場

他の年金を受給していたかた

受給していた年金の種類

により、 手続き先が異な

ります

第１号被保険者…自営業者 ・農業 ・学生 ・ フリーターなど

第３号被保険者…第２号被保険者 （会社員、 公務員など） に扶養されている配偶者

�

国
民
年
金
�
20
歳
以
上
60
歳
未
満
�
�
�
�
加
入
�
�
保
険

料
�
納
�
�
老
後
�
万
�
一
�
時
�
年
金
�
受
�
取
�
国
�
社

会
保
障
制
度
�
�
�
年
金
�
手
続
�
�
�
改
正
�
�
�
制
度
�

�
�
�
�
�
紹
介
�
�
�
�

平成20年度の保険料・年金額です
【国民年金保険料】
　　月額　　14,410円（毎月の保険料の納付期限は２年後の翌月末日）
　　　※参考：平成20年６月分は平成22年７月末まで納付できます。
【年金額】　　
　　老齢基礎年金　満額　792,100円
　　障害基礎年金　１級　990,100円　２級　792,100円
　　遺族基礎年金　　　 1,020,000円（子が１人いる妻が受ける場合）　

手続きには、それぞれ必要な書類がありますので、お問い合わせください。
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国民年金のお問い合わせは

町民税務課戸籍年金係

（☎85－6129）まで

安心な人生を送るために

未来へのキックオフ！

国民年金キャラクター
ネッキーくん

平成20年度

「移動年金相談日」のごあんない

　〈相談日〉　　

　 　　　　　
　 　　　　　
　 　　
　　●受付時間　午前９時30分～ 11時30分
　　　　　　　　午後１時～１時30分
　　●開始時刻　午前10時～、午後１時～
　　●会　　場　中央公民館第１・２研修室（２階）
　　※会場は都合により館内別室になる場合がありま
　　　す。ロビーの案内板をご確認ください。
　　●内　　容　年金のことならなんでも
　　■主　　催　米沢社会保険事務所
　　　　　　　　　（☎0238－22－4220）

平成20年 ６月 25日（水） 11月 26日（水）
７月 23日（水） 12月 24日（水）
８月 27日（水）平成21年 １月 28日（水）
９月 24日（水） ２月 25日（水）
10月 22日（水） ３月 25日（水）

■
保
険
料
の
免
除
制
度

　

保
険
料
を
納
め
た
く
て
も
、
所

得
が
少
な
い
な
ど
の
理
由
で
ど
う

し
て
も
納
め
ら
れ
な
い
人
の
た
め

に
、
保
険
料
の
免
除
制
度
が
あ
り

ま
す
。
免
除
期
間
は
年
金
を
受
け

る
た
め
に
必
要
な
期
間
と
し
て
扱

わ
れ
ま
す
が
、
年
金
額
は
全
額
納

付
し
た
場
合
よ
り
も
少
な
く
な
り

ま
す
。

　

平
成
20
年
度
の
申
請
は
７
月
か

ら
受
付
開
始
で
す
。
保
険
料
を
納

め
る
こ
と
が
困
難
な
か
た
は
、
ぜ

ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

  

法
定
免
除

　

生
活
扶
助
や
障
害
年
金
を
受
け

て
い
る
と
き
に
届
出
を
し
た
場
合

  

申
請
免
除（
学
生
を
除
く
）

　

保
険
料
を
納
め
る
の
が
経
済
的

に
困
難
な
と
き
に
申
請
を
し
て
、

承
認
さ
れ
た
場
合

●
申
請
者
ご
本
人
の
ほ
か
、
配
偶

　

者
や
世
帯
主
の
か
た
も
所
得
基

　

準
の
範
囲
内
で
あ
る
必
要
が
あ

　

り
ま
す
。

■
学
生
の
保
険
料
納
付
特
例
制
度

　

学
生
本
人
の
所
得
が
一
定
額
以

下
の
場
合
に
は
、
申
請
し
て
承
認

さ
れ
れ
ば
、
在
学
期
間
中
の
保
険

料
が
後
払
い
で
き
る
学
生
納
付
特

例
制
度
が
あ
り
ま
す
。
夜
間
・
定

時
制
・
通
信
制
課
程
の
学
生
も
対

象
と
な
り
ま
す
。

　

こ
の
特
例
期
間
は
、
年
金
を
受

け
る
た
め
の
必
要
な
期
間
と
し
て

取
り
扱
い
ま
す
が
、
年
金
額
の
計

算
に
は
入
り
ま
せ
ん
。

※
毎
年
申
請
が
必
要
で
す
。

※
一
般
の
申
請
免
除
は
、
学
生
に

は
適
用
さ
れ
ま
せ
ん
。

申
請
免
除
・
学
生
納
付
特
例
期
間

　

申
請
免
除
期
間
は
、
７
月
か
ら

翌
年
６
月
ま
で
と
な
り
ま
す
。
役

場
の
戸
籍
年
金
係
に
申
請
し
て
く

だ
さ
い
。　

な
お
学
生
納
付
特
例

期
間
は
、
４
月
か
ら
そ
の
翌
年
３

月
ま
で
で
す
。

み
な
さ
ん
、

ご
存
じ
で
す
か
？

●
保
険
料
の
一
部
が
免
除
承
認
さ

　

れ
た
場
合
は
、
残
り
の
保
険
料

　

を
納
付
し
な
い
と
未
納
と
同
じ

　

に
な
り
、
受
給
資
格
・
年
金
額

　

と
も
に
反
映
さ
れ
ま
せ
ん
。
承

　

認
さ
れ
た
ら
必
ず
保
険
料
を
納

　

め
ま
し
ょ
う
。

ね
ん
き
ん
特
別
便
�

届
い
て
い
ま
す
か
？

　

ね
ん
き
ん
特
別
便
が
発
送
さ
れ

始
め
て
、
８
カ
月
が
過
ぎ
ま
し
た
。

も
し
皆
さ
ん
の
お
手
元
に
届
い
て

い
れ
ば
、
左
の
よ
う
に
お
手
続
き

く
だ
さ
い
。

●
青
色
の
封
筒
の
か
た

　

年
金
期
間
の
訂
正
が
あ
る
可
能

性
の
大
き
い
か
た
で
す
。
も
う
一

度
ご
自
分
の
職
歴
を
ご
確
認
の
う

え
、
役
場
戸
籍
年
金
係
か
社
会
保

険
事
務
所
を
お
訪
ね
く
だ
さ
い
。

●
緑
色
の
封
筒
の
か
た

　

ご
自
分
の
年
金
期
間
が
間
違
っ

て
い
な
い
場
合
は
、
訂
正
な
し
で

送
付
く
だ
さ
い
。
も
し
間
違
っ
て

い
る
場
合
は
、
青
色
封
筒
と
同
様

に
、
ご
確
認
の
う
え
、
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
ど
ち
ら
に
し
て
も
、
回
答

書
を
返
送
し
て
く
だ
さ
い

　

国
民
年
金
記
録
の
正
し
い
把
握

の
た
め
、
回
答
書
を
も
と
に
再
度

確
認
作
業
が
な
さ
れ
ま
す
。
回
答

書
は
、
間
違
い
が
な
く
て
も
必
ず

返
送
し
て
く
だ
さ
い
。
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◆国民健康保険税の納期について

　昨年度まで、国民健康保険税は６月を第１期とす
る８期割で納付いただいていましたが、今年度から
７月を第１期とする８期割で納付いただくこととな
ります。各期の納期は下表のとおりです。納税通知
書は、７月15日に発送します。

　国民健康保険税は、世帯主を納税義務者としてい
ます。したがって、世帯主が国民健康保険に加入さ
れていない場合（例えば、世帯主が後期高齢者であ
ったり、社会保険加入者である場合）でも、一世帯
の中に国民健康保険加入者がいれば、世帯主名で納
税通知書をお届けします。

◆国民健康保険税の税率改正について

　４月１日から後期高齢者医療制度が始まり、75歳以上（一定の障がいのあるかたは65歳以上）のかたは後
期高齢者医療制度で医療を受けることとなりました。これに伴い、国民健康保険制度も改正され、課税額の
算定基準に、新たに後期高齢者支援金等課税額（支援金分）が加わりました。
　この支援金分の新設や近年の医療費の増加により、国民健康保険税率の見直しが必要となりました。下表
のように税率及び限度額が改正されます（介護分の限度額は変更ありません）。

医療分 支援金分 介護分
改正後 改正前 新　設 改正後 改正前

所得割 5.10% 7.20% 1.40% 1.30% 1.20%
資産割 26.00% 29.00% 7.00% 8.00% 7.10%
均等割 23,600 円 26,500 円 6,400 円 9,000 円 8,300 円
平等割 19,800 円 24,000 円 5,300 円 5,100 円 4,700 円
限度額 470,000 円 560,000 円 120,000 円 90,000 円 90,000 円

◆平成20年10月に支払われる年金から
の国民健康保険税の支払いについて
　年金からお支払いいただく対象となるのは、世帯
内の国民健康保険の被保険者が、全員（世帯主のか
たも含む）65歳から74歳までだけの世帯の世帯主の
かたとなります。
　また、後期高齢者医療制度と同様、
　①年金額が年額18万円未満の場合、または
　②介護保険料と国民健康保険税を合わせた額が年
　　金額の１／２を超える場合
は、年金からの徴収は行われず、別途納付書にてお
支払いいただくこととなります。
　年金から、10月、12月及び翌年２月の各月にお支
払いいただく国民健康保険税額は、原則として平成
20年度の国民健康保険税額から、平成20年９月まで
の３期分の額を差し引いた額を３等分した金額とな
ります。
　年金からお支払いいただく国民健康保険税額は、
７月15日発送の納税通知書にてお知らせします。

※今後、年金からお支払いいただく国民健康保険税
の取り扱いが変更される可能性がありますので、そ
の際は、随時お知らせします。

　計算例　平成18年中の給与収入200万円（所得金額122万円）、
　　　　　 一人世帯で、平成19年中の収入がない場合

①税源移譲後税率（10％）を適用して調整控除を行った後の税額（平成19年度住民税）
　課税所得金額122万円－33万円（基礎控除金額）＝89万円
　◎税額の計算　　課税所得金額×税率－調整控除＋均等割
　【計算式】890,000×10％＝89,000
　　　　　　89,000－2,500＋5,000＝91,500･･･①’
②税源移譲前税率（５％、10％、13％）を適用した税額
　課税所得金額122万円－33万円（基礎控除金額）＝89万円
　◎税額の計算　　課税所得金額×税率＋均等割
　【計算式】890,000×5％＋5,000＝49,500･･･②’

①’－②’
＝　91,500－49,500　

＝   42,000円を減額（還付）    
       します。｝

平成20年度の国民健康保険税が変わります

■問い合わせ　町民税務課町税係（☎85-6132）

期別 納　期

１　期 7 月 16 日 ～ 7 月 31 日

２　期 8 月 18 日 ～ 9 月 1 日

３　期 9 月 16 日 ～ 9 月 30 日

４　期 10 月 16 日 ～ 10 月 31 日

５　期 11 月 17 日 ～ 12 月 1 日

６　期 12 月 15 日 ～ 1 月 5 日

７　期 1 月 16 日 ～ 2 月 2 日

８　期 2 月 16 日 ～ 3 月 2 日



　　 広報しらたか　2008.6.12●13

平成19年中の所得が減り、
所得税がかからなくなったかたへ
税源移譲時の年度間の変動にかかる経過措置
～対象となるかたには個別にお知らせします～

　国から地方への税源移譲
によって、所得税率の変更
による税負担の軽減の影響
を受けないかたで、住民税
率の変更による税負担の増
加の影響を受けたかたは、
平成19年度分の住民税から
減額（還付）します。

　例えば、出産や病気のため長期休職されていた
かたや定年退職されたかた、自営業で大幅に所得
が減ったかたなどが対象になります。
　このような場合に、平成19年度住民税を税源移
譲前の住民税まで減額（還付）する経過措置が設
けられました。対象となるかたは、平成19年１月
１日現在に住所があった市町村へ申告することで
経過措置が適用になります。
　ただし、平成19年度中に亡くなったかた、平成
20年１月１日現在で国内に居住されていないかた
は対象外となります。

〈税源移譲による税率の改正（図）〉

○対象になるかた

　次の条件①、②を両方満たすかた

★「所得税と住民税の人的控除の差の合計額」の例
【計算式】
　所得税の基礎控除額380,000円　－　住民税の
　基礎控除額330,000円　＝　50,000円

平成19年度住民税の課
税所得金額（申告分離
課税分を除く）

平成20年度住民税の課
税所得金額（申告分離
課税分を含む）

所得税と住民税
の人的控除の差
の合計額

所得税と住民税
の人的控除の差
の合計額

≦

＞
①

②

○減額（還付）になる金額の計算方法

　平成19年度の住民税より次の①－②の額を減額
（還付）します。
①税源移譲後税率（10％）を適用して調整控除を
　行った後の税額（平成19年度住民税）
②税源移譲前税率（５％、10％、13％）を適用し
　た税額
※調整控除とは、所得税と住民税の人的控除の差
　の合計額の５％
　（課税所得金額が200万円以下の場合）
　12のページの下段に、具体的な計算例を載せました
　ので、ご覧いただき、参考にしてください。

申告が
必要です！
期間

7/1（火）～31（木）

〈減額の申告と還付の流れ〉

①対象となるかたには、６月下旬に別途通知し
　ます。
↓
②通知を受けられたかたは、同封の「減額申告
　書」を７月１日から７月31日までに、町民税
　務課へ提出してください。
↓
③申告に基づき手続きを行い、10月下旬をめど
　に減額（還付）を行います。

５％

10％

13％

20％

30％
37％ 10％

所得税 町県民税

２％

３％

８％
10％

３％

４段階
変更前

10％

20％

33％

40％

所得税

５％

23％

町県民税

６％（町民税）

４％（県民税）

６段階

10％比例税率

平成18年まで

変更後
平成19年から
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７月１日から、乳幼児医療給付制度の一部が変わります
　この制度は、０歳から６歳の就学前の乳幼児にかかる医
療費を助成する制度です。該当者には「乳幼児医療証」が
交付されます。

①　対　象　者

　課税対象所得が下表の額に満たない扶養義務者に
扶養されている就学前の乳幼児です。
　ただし、第３子以降は所得制限に関係なく該当し
ます。

②　所得制限が緩和されます

※扶養親族数は税法上の扶養者の数
※扶養親族数が５人以上の場合は、１人につき38万
　円が加算額となります。また、老人扶養親族があ
　る場合には、１人につきさらに６万円を加算でき
　ます。

③　一部負担の有・無について

　３歳児用から扶養義務者にかかる所得税の課税状
況により、一部負担金の有・無が変わります。第３
子・３歳未満のお子さんは、すべて一部負担金無と
なります。
（１）所得税が課税されている場合…一部負担金　有
◎第１、２子の３歳から就学前まで
　○入院外　530円／日
　（同一医療機関で月４回まで、５回目以降は無料）
　○入　院　1,200円／日
　○入院時食事療養にかかる標準負担額　260円／食
　○訪問看護療養にかかる基本料金　　600円／日

（２）所得税が非課税の場合…一部負担金　無
◎第１、２子が３歳から就学前までの所得税非課税
　者・第３子以降及び３歳未満
　医療費の負担はありません。ただし、入院時食事
療養にかかる標準負担額260円／食は、負担してい
ただきます。
※医療機関を受診したときの自費分に関しては、こ
　の制度に該当しません。自己負担扱いになります
　のでご注意ください。

扶養親
族数

平成 20 年
6月 30 日まで

平成 20年
7月 1日から

児童手当の
所得制限額

児童手当の
所得制限額

０人 301 万円 460 万円
１人 339 万円 498 万円
２人 377 万円 536 万円
３人 415 万円 574 万円
４人 453 万円 612 万円

〈スタート〉お子さんを扶養（※）と

して申告しているかたの所得額が児童

手当の所得制限額（平成20年７月１日

より改正）を超えていない。

お子さんは３歳未満または第３子であ

る。

乳幼児医療証（一部負担金無）が該当

します。

乳幼児医療給付事業には該当しません。

お子さんを扶養（※）として申告して

いるかたが所得税を課税されている。

乳幼児医療証（一部負担金有）が該当

します。

【※注意事項】
◎お子さんが、社会保険証の扶養として社会保険に加入されている場合、お子さんを扶養として
　いるかたの所得額、所得税の課税・非課税を判定としています。
◎お子さんが、国民健康保険に加入されている世帯のかたは、確定申告などでだれの扶養として
　申告されているのか（税法上の扶養義務者）を確認し、所得額、所得税の課税・非課税で判定
　しています。

【流れ図】どこに該当するかについては、以下の流れを参考にしてください。

はい

いいえ

はい

いいえ

いいえ

はい

問い合わせ
町民税務課　国保医療係

☎85－6130

お子さんは第３子である。

いいえ

はい
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児
童
手
当
は
、
町
内
に
住
所
が

あ
り
、
小
学
校
修
了
前
（
12
歳
に

な
っ
て
、
最
初
の
３
月
31
日
）
ま

で
の
児
童
を
養
育
し
て
い
る
か
た

に
支
給
さ
れ
ま
す
。
手
当
を
受
け

る
に
は
申
請
が
必
要
で
す
。
左
の

表
を
ご
覧
の
う
え
、
要
件
に
当
て

は
ま
る
か
た
は
、
健
康
福
祉
課
子

育
て
支
援
係
で
申
請
し
て
く
だ
さ

い
。

●
支
給
金
額
（
月
額
）

【
３
歳
未
満
】
一
律
１
万
円

【
３
歳
以
上
小
学
校
修
了
前
】

　

第
１
・
２
子　

５
０
０
０
円

　

第
３
子　

１
万
円

＊
扶
養
親
族
の
中
に
所
得
税
法
に

　

規
定
す
る
「
老
人
扶
養
親
族
」

　

が
い
る
場
合
、
所
得
限
度
額
に

　

６
万
円
を
加
算
し
て
く
だ
さ
い
。

＊
扶
養
親
族
の
数
が
３
人
以
上
の

　

場
合
の
所
得
限
度
額
は
、
１
人

　

に
つ
き
38
万
円
を
加
算
し
た
額

　

に
な
り
ま
す
。

●
手
続
き
は
お
早
め
に

　

児
童
手
当
は
、
申
請
を
し
た
月

の
翌
月
分
か
ら
給
付
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
お
子
さ
ん
が
生

ま
れ
た
場
合
や
本
町
に
転
入
さ
れ

た
場
合
は
、
15
日
以
内
に
申
請
し

て
く
だ
さ
い
。

●
現
況
届
の
提
出
を
お
忘
れ
な
く

　

児
童
手
当
の
給
付
を
受
け
て
い

る
人
は
、
毎
年
６
月
に
前
年
の
所

得
の
状
況
及
び
年
金
の
加
入
状
況

を
記
載
し
た
現
況
届
を
提
出
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。
現
況
届
の
提

出
が
な
い
と
、
６
月
分
以
降
の
手

当
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

忘
れ
ず
に
提
出
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

健
康
福
祉
課
子

育
て
支
援
係（
☎
86

－

０
２
１
２
）

児
童
手
当
の
手
続
き
は
お
済
み
で
す
か
？

�
小
学
生
ま
で
の
お
子
さ
ん
を
養
育
し
て
い
る
か
た
へ
�

○所得制限限度額

扶養親族
の数

国民年金・年金
未加入のかた

厚生年金等に
加入のかた

０人 460 万円 532 万円

１人 498 万円 570 万円

２人 536 万円 608 万円

稲荷ヶ丘町民プールの監視員を募集します

１．雇用職種及び人員等
　○職種及び人員　プール監視業務（若干名）
　○勤務地　稲荷ヶ丘町民プール
　○雇用予定期間　７月22日（火）～８月19日（火）
　　＊ただし、８月13日（水）は休みです。
　○勤務時間　午前８時30分～　午後５時15分
　○勤務内容　利用者の安全管理、水質管理のため
　　　　　　　の機械操作及び施設の衛生管理など
　○賃金　１日5,800円
２．応募資格
　　満18歳以上の大学生及び社会人で健康なかた　
　　（男女は問いません）
３．選考方法
　　履歴書審査、面接実施後決定し、直接本人に通
　　知します。
４．申込方法
　　履歴書（市販様式または教育委員会備付様式）
　　に必要事項を記入し、教育委員会生涯学習・ス
　　ポーツ推進係あて提出してください。
５．受付締め切り　
　　７月７日（月）午後７時
６．その他
　　開放期間内で勤務可能な期間があるかたはご相
　　談ください。
＊不明な点はお問い合わせください。
■申込・問い合わせ　教育委員会
　生涯学習・スポーツ推進係（☎85－6147）

要注意！火災が多発しています！
～火の元にお気をつけください～

　西置賜地区での火災は、４月に７件（白鷹町３件）、
５月に12件（白鷹町３件）発生しました。今年にな
ってからは、昨年同時期と比べ14件多い23件となっ
ています（５月31日現在）。
　火災を発生させないように、もう一度日常生活で
の火の取り扱いをよく考えてみましょう。

●忘れていませんか？火の元チェック

　①ガスコンロを使用しているときは、その場を離

　　れない。

　②ストーブに燃えやすいものを近づけない。

　③寝タバコやタバコの投げ捨てをしない。

　④子どもにはマッチやライターで遊ばせない。

　⑤家の周りに燃えやすい物を置かない。

　⑥風呂のからたきをしない。

　⑦風の強い日に、絶対たき火をしないこと。

　⑧寝る前に必ず火の元を確かめる。

※住宅用火災警報器を設置し、　
　住宅火災からあなたの命を守
　りましょう。
■問い合わせ　
　西置賜行政組合消防本部予防課（☎88－1797）
　　　　　　　　消防署（☎88－1213）
　　　　　　　　消防署白鷹分署（☎85－5242）
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【
選
挙
期
日
】

　

平
成
20
年
７
月
６
日
（
日
）

　

午
前
７
時
〜
午
後
８
時

＊
黒
鴨
、
針
生
投
票
区
は
、
午
前

　

７
時
〜
午
後
７
時

【
選
挙
権
及
び
被
選
挙
権
】

(1)
選
挙
権　

昭
和
63
年
４
月
１
日

以
前
に
生
ま
れ
た
か
た
で
、
平
成

20
年
１
月
１
日
現
在
で
農
業
委
員

会
を
経
由
し
て
選
挙
管
理
委
員
会

に
申
請
し
、
３
月
31
日
現
在
農
業

委
員
会
委
員
選
挙
人
名
簿
に
登
録

さ
れ
た
か
た

(2)
被
選
挙
権　

昭
和
63
年
７
月
７

日
以
前
に
生
ま
れ
た
か
た
で
、
耕

作
面
積
が
10
ア
ー
ル
以
上
な
ど
一

定
の
資
格
要
件
を
有
す
る
か
た

【
立
候
補
届
出
期
間
】

●
受
付
期
間　

７
月
１
日
（
火
）

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

●
受
付
場
所　

白
鷹
町
選
挙
管
理

委
員
会
室
（
役
場
３
階
）

●
届
出
書
類　

農
業
委
員
会
委
員

選
挙
候
補
者
（
推
薦
）
届
出
書
、

戸
籍
謄
本
ま
た
は
抄
本
、
そ
の
他

添
付
書
類
（
書
類
は
選
挙
管
理
委

員
会
で
準
備
し
ま
す
。
た
だ
し
、

戸
籍
謄
本
ま
た
は
抄
本
は
、
各
自

準
備
し
て
く
だ
さ
い
。）

●
届
出
方
法　

本
人
届
出
、
推
薦

届
出
の
２
通
り
あ
り
ま
す
。

※
立
候
補
の
辞
退
は
、
届
出
期
間

で
な
け
れ
ば
で
き
ま
せ
ん
。

【
選
挙
す
べ
き
委
員
の
数
】

●
第
１
選
挙
区
（
蚕
桑
、
鮎
貝
地

区
）
６
人

●
第
２
選
挙
区
（
荒
砥
、
十
王
、

鷹
山
、
東
根
地
区
）
６
人

【
期
日
前
投
票
】

　

投
票
日
の
当
日
、
次
の
よ
う
な

か
た
は
期
日
前
投
票
が
で
き
ま
す
。

(1)
職
務
や
業
務
に
従
事
す
る
場
合

や
冠
婚
葬
祭
な
ど
や
む
を
得
な
い

用
務
に
従
事
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
場
合

(2)
投
票
日
当
日
何
ら
か
の
用
事
が

あ
っ
て
投
票
区
の
区
域
外
に
旅
行

又
は
滞
在
す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ

る
場
合

(3)
疾
病
、
出
産
な
ど
で
、
投
票
日

当
日
に
投
票
で
き
な
い
こ
と
が
予

想
さ
れ
る
場
合

◆
期
日
前
投
票
の
で
き
る
期
間
、

場
所
及
び
時
間

○
期
間　

７
月
２
日
（
水
）

　
　
　

〜
７
月
５
日
（
土
）

○
時
間　

午
前
８
時
30
分

　
　
　

〜
午
後
８
時

○
場
所

・
第
１
選
挙
区

　
　

鮎
貝
地
区
公
民
館
視
聴
覚
室

・
第
２
選
挙
区

　
　

中
央
公
民
館
文
化
実
習
室

【
不
在
者
投
票
に
つ
い
て
】

　

次
の
よ
う
な
方
は
不
在
者
投
票

が
で
き
ま
す
。

(1)
業
務
に
従
事
す
る
た
め
他
の
市

町
村
に
滞
在
さ
れ
て
い
る
か
た

　

滞
在
地
の
選
挙
管
理
委
員
会
に

お
い
て
不
在
者
投
票
が
で
き
ま
す
。

こ
の
場
合
郵
便
で
投
票
用
紙
を
請

求
し
て
か
ら
投
票
し
て
い
た
だ
く

こ
と
に
な
る
た
め
、
郵
便
の
往
復

に
日
数
が
か
か
り
ま
す
の
で
、
お

早
め
に
請
求
の
手
続
き
を
行
っ
て

く
だ
さ
い
。

(2)
白
鷹
町
立
病
院
や
白
光
園
な
ど

の
施
設
に
入
所
中
の
か
た

　

そ
の
場
所
（
施
設
内
）
で
不
在

者
投
票
が
で
き
ま
す
。

(3)
身
体
に
一
定
以
上
の
障
が
い
を

お
持
ち
の
か
た

　

郵
便
な
ど
に
よ
る
不
在
者
投
票

制
度
に
よ
り
投
票
所
へ
行
か
な
く

て
も
自
宅
で
投
票
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
自
宅
で
「
郵
便
等
に
よ

る
不
在
者
投
票
」
を
す
る
場
合
に

は
、
選
挙
管
理
委
員
会
の
発
行
す

る
「
郵
便
等
投
票
証
明
書
」
が
必

要
に
な
り
ま
す
の
で
、
希
望
さ
れ

る
か
た
は
お
早
め
に
申
請
の
手
続

き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

◆
不
在
者
投
票
の
で
き
る
期
間
、

場
所
及
び
時
間

○
期
間　

７
月
２
日
（
水
）

　
　
　

〜
７
月
５
日
（
土
）

○
時
間　

午
前
８
時
30
分

　
　
　

〜
午
後
８
時

○
場
所　

中
央
公
民
館
文
化
実
習
室

立
候
補
予
定
者
説
明
会

●
期
日　

６
月
17
日
（
火
）

●
時
間　

午
後
１
時
30
分
〜

●
場
所　

中
央
公
民
館
文
化
実
習
室

※
立
候
補
予
定
者
は
忘
れ
ず
に
参

集
く
だ
さ
い
。
出
席
は
候
補
者
本

人
、
代
理
人
い
ず
れ
で
も
結
構
で

す
。

■
こ
の
選
挙
に
つ
い
て
ご
不
明
の

点
は
、
白
鷹
町
選
挙
管
理
委
員
会

事
務
局
（
☎
85

－

６
１
２
４
）
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

白鷹町農業委員会委員の一般選挙が
行われます

　白鷹町農業委員会の委員の任期は、来る７月19日で任期満了となりますので、下記に
より一般選挙を行います。
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　みなさんにいちばん身近な病院として
平成20年度白鷹町立病院診療体制をお知らせします

１．常　勤　医　師

　管理者兼院長　　高橋一二三
　副院長兼外科医長　　藤島　　丈
　副院長兼内科医長　　柴田　裕次
　外 科 医 師　　石岡　大輔
　内 科 医 師　　芦澤　公德

２．外来診察予定表

　受付：午前７時30分（機械受付、窓口は８時30分）から11時30分まで
　ただし、皮膚科の木曜日及び第３金曜日は、午後診療で、午後３時30分まで受付です。

３．健診・予防接種の期日と時間

　電話などで予約してください。
　◆人間ドック
　　○１泊２日コース、２日コース：毎週月～火、水～木
　　○１日コース：毎週月曜日から木曜日
　◆レディース検診
　　○Ａコース（乳がん検診、骨密度測定）：毎日午後２時～
　　○Ｂコース（子宮がん検診、卵巣腫瘍検査）：外来の婦人科診察日
　◆特定健診、健康診査：毎週火曜日の午後２時～
　　＊各地区で特定健診、健康診査を行いますが、今年度から白鷹町立病院でも行います。
　　＊40歳以上のかたは、医療保険者が発行する受診券が必要です。
　◆予防接種（三種混合、麻しん風しん混合、ＢＣＧ）：毎週月・木・金の午前11時30分～昼12時
　　＊インフルエンザ（冬季　11月～１月）

４．禁　煙　外　来

　毎週木曜日午後５時から禁煙のための診療を行っています。
　電話などで予約してください。

月 火 水 木 金

内科診察 高橋 一二三 柴田裕次 田村晴俊
山大 高橋 一二三 宍戸哲郎

山大

内科内視鏡等 柴田裕次 牧野直彦
山大 柴田裕次 柴田裕次

外科診察 石岡大輔 藤島　 丈 大泉弘幸
山大 藤島　丈 藤島　丈

整形外科診察 鶴田大作
山大

山川淳一
山大

婦人科診察 五十嵐秀樹
山大

小島原敬信
山大

第３のみ山大
逸見典子

皮膚科診察 川口雅一
山大

川口雅一
山大

人間ドック、検診 芦澤公德 芦澤公德 芦澤公德 芦澤公德
＊救急診療は休日なども含めて 24 時間行っています。 
＊山大：山形大学医学部より派遣医師
＊医師は変更になることがあります。

■問い合わせ
　白鷹町立病院　☎85-2155　FAX85-2274
　ホームページ　http://www.hospital.shirataka.yamagata.jp
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　５月３日から５日にかけて、ソフトボー
ル場を主会場に、ソフトボールフェスティ
バルが行われました。東北・関東地区から
24校の女子チームが参加しました。開会式
では、長井高校の酒井千雪主将が選手宣誓
し、３日間の大会がスタート。各チームは、
全試合にわたり若さあふれるプレーを繰り
広げました。その結果、帝京安積高校（福
島県）が２年連続、３回目の優勝を果たし
ました。

�
�
�
�
国
体
開
催
記
念

第
17
回
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

　５月25日、パワーセンターで、田勢康弘
さんから最近の社会や政治の動きについて、
独自の切り口で講演いただきました。田勢
さんは、諸外国と日本を比べながら「日本
はまだまだ豊かで治安も良い国。だからこ
そ、未来ある子どもたちは一時期、貧しい
環境に置かれることが大切」と話しました。
また「人はみんなに生かされている。その
意味を考え、いつ最期を迎えても良いよう
に生きましょう」と訴えかけました。

白
鷹
学
講
座
�
�
�
��

田
勢
康
弘
講
演
会

�
�
�
間
�
合
�
�
�
�
�
�
�
�
�

荒
砥
駅
前
交
流
施
設
資
料
館
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
会
に
文
化
活
動
奨
励
金

　

５
月
10
日
、
荒
砥
駅
前
交
流
施

設
資
料
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
会
（
代

表　

新
野
久
子
さ
ん
）
に
、
松
坂

世
紀
記
念
財
団
か
ら
賞
状
と
奨
励

金
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
松
坂
世
紀
記
念
財
団

が
置
賜
地
域
の
技
術
研
究
や
文
化

活
動
に
取
り
組
む
個
人
・
団
体
を

奨
励
す
る
も
の
で
す
。

　

同
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
会
は
、
平
成

15
年
以
降
、
毎
年
荒
砥
駅
併
設
の

資
料
館
の
展
示
物
の
更
新
を
行
っ

て
い
ま
す
。
自
ら
の
企
画
・
立
案

に
よ
り
、
年
４
回
程
度
季
節
に
合

わ
せ
、
地
域
に
伝
わ
る
文
化
に
つ

い
て
の
展
示
を
行
い
、
地
元
の
伝

統
文
化
の
伝
承
に
貢
献
さ
れ
て
い

ま
す
。
最
近
は
、
資
料
館
に
訪
れ

る
観
光
客
も
増
え
る
な
ど
、
交
流

人
口
の
増
加
に
も
つ
な
が
っ
て
い

ま
す
。

　５月８日、あらと保育園の園児たちがい
ちごのもぎ取りを行いました。これは、有
限会社どりいむ農園が自分でもぎ取る楽し
さと地域のおいしい物を知ってほしいと、
町内の保育園に開放したもので、今年で３
年目。子どもたちは手のひらからこぼれ落
ちそうなほどの実をもぎ取っては「甘くて
おいしい」などと言いながら、ほお張って
いました。どりいむ農園の皆さんも子ども
たちの喜ぶ顔を見て、目を細めていました。

�
�
�
�
中
�
甘
�
香
�
�
笑
顔
�
�
�
�
�

�
�
�
保
育
園
�
�
�
�
�
取
�
体
験

　５月19日、東根小学校で、みどりの少年
団結団式が行われました。身近な自然に親
しもうと一年を通して活動しています。式
では、新しく入団した４年生に６年生から
帽子が授与されました。宝山に移動しての
活動では、４年生から６年生までが班に分
かれ、県職員のかたを講師に自然体験活動
や木の名前当てゲームを行いました。自然
に触れ、守っていこうという少年団の思い、
これからも大切にしてほしいですね。

自
然
�
親
�
�
�
自
然
�
共
生
�
�
�

�
�
�
�
少
年
団
結
団
式
�
自
然
体
験
活
動
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町
へ
の
ご
寄
付

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

●
ホ
ー
ク
ス
会
様

　

４
月
22
日
、
ホ
ー
ク
ス
会
（
会

長　

大
嶋
勝
）
様
よ
り
、
現
金
10

万
円
を
寄
付
い
た
だ
き
ま
し
た
。

町
の
子
育
て
支
援
に
有
意
義
に
活

用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

●
東
北
電
力
株
式
会
社
長
井
営
業

所
様

　

５
月
12
日
、
東
北
電
力
株
式
会

社
長
井
営
業
所（
所
長　

吉
野
進
）

様
よ
り
、
街
路
灯（
20
㍗
蛍
光
灯
）

12
灯
を
寄
贈
い
た
だ
き
ま
し
た
。

町
の
安
全
安
心
、
防
犯
の
た
め
、

町
内
各
所
に
設
置
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

　

５
月
13
日
の
白
鷹
虚
空
蔵
菩
薩

祭
礼
に
合
わ
せ
、
２
つ
の
サ
ミ
ッ

ト
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

山
頂
サ
ミ
ッ
ト
で
は
、
周
辺
各

市
町
の
関
係
者
か
ら
取
り
組
み
状

況
な
ど
が
話
さ
れ
「
近
年
の
ト
レ

ッ
キ
ン
グ
ブ
ー
ム
で
白
鷹
山
も
見

直
さ
れ
、
統
一
し
た
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
な
ど
が
整
備
で
き
な
い
も
の
か
」

「
ト
イ
レ
や
山
小
屋
な
ど
の
毎
年

の
課
題
に
も
具
体
的
に
取
り
組
ま

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
な
ど
の
意

見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

ヤ
ン
グ
サ
ミ
ッ
ト
で
は
、
鷹
山

小
学
校
６
年
の
海
老
名
涼
く
ん
が

開
会
の
あ
い
さ
つ
を
行
い
ま
し
た
。

そ
の
後
白
鷹
山
周
辺
の
４
小
学
校

の
子
ど
も
た
ち
が
歌
「
そ
れ
は
地

球
」
を
披
露
し
、「
出
会
っ
た
仲
間

と
仲
良
く
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
」

な
ど
と
宣
言
を
行
い
ま
し
た
。
ヤ

ン
グ
サ
ミ
ッ
ト
前
に
は
、
個
々
に

名
刺
を
用
意
し
て
、
他
校
の
児
童

と
あ
い
さ
つ
を
交
わ
し
、
仲
良
く

話
す
姿
が
印
象
的
で
し
た
。

　

ま
た
、
こ
の
日
は
首
都
圏
白
鷹

会
の
20
人
の
皆
さ
ん
も
登
頂
し
、

虚
空
蔵
菩
薩
の
社
前
で
山
形
県
民

歌
「
最
上
川
」
を
声
高
ら
か
に
歌

い
ま
し
た
。
昔
を
懐
か
し
み
、
わ

ら
び
取
り
を
体
験
す
る
な
ど
ふ
る

さ
と
を
楽
し
ま
れ
た
よ
う
で
す
。

　

小
雨
も
ぱ
ら
つ
き
、
寒
い
一
日

と
な
っ
た
「
高
い
山
の
日
」
で
し

た
が
、
山
頂
は
年
に
一
度
の
祭
礼

に
活
気
づ
き
、
山
の
緑
も
一
段
と

濃
く
な
っ
た
よ
う
で
し
た
。

�
月
13
日
�
高
�
山
�
日

白
鷹
山
�
思
�
�
�
�
�
�
人
�
�
�
登
頂

荒砥駅前交流施設資料館
展示品を模様替えしました

期間：６月から７月末まで

　５月31日、中央公民館において、ＥＭぼ
かしづくり講習会が開催されました。これ
は、身近なところからごみの減量を呼び掛
けようと、マイバック運動の推進などに取
り組んできたごみゼロの日実行委員会が主
催しました。ＥＭ菌を使い生ごみを土に返
すことで、ごみ減量につなげようというも
ので、ぼかしの作り方などを学びました。
参加者は「さっそくＥＭぼかしを生活の中
で生かして行きたい」と話していました。

�
�
�
�
�
�
日�
�
月
30
日
��
啓
発
事
業

�
�
�
�
�
�
�
�
講
習
会
�
70
人
参
加
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山
形
県
知
事
表
彰

○
金
条
章　

第
三
分
団

○
特
別
功
労
章

　
　

第
一
分
団　

分
団
長　

佐
々
木
誠
司

　
　

第
三
分
団　

副
分
団
長　

影
澤　

勝
宏

○
功
労
章

　
　

第
一
分
団　

部　

長　

五
十
嵐　

勉

　
　

第
一
分
団　

部　

長　

小
林　
　

真

　
　

第
二
分
団　

部　

長　

佐
藤　

敏
宏

　
　

第
三
分
団　

部　

長　

守
谷　

正
倫

　
　

第
四
分
団　

部　

長　

大
滝　

孝
一

　
　

第
五
分
団　

部　

長　

田
中　

幸
博

○
功
績
章

　
　

第
一
分
団　

部　

長　

佐
藤　

政
寛

　
　

第
一
分
団　

部　

長　

中
川　
　

勝

　
　

第
二
分
団　

部　

長　

長
岡　
　

満

　
　

第
二
分
団　

部　

長　

青
木　

敏
行

　
　

第
三
分
団　

部　

長　

川
村　

朋
弘

　
　

第
四
分
団　

部　

長　

伊
藤　

孝
義

　
　

第
五
分
団　

部　

長　

船
山　

浩
二

○
精
練
章

　
　

第
一
分
団　

副
部
長　

佐
藤　

一
正

　
　

第
一
分
団　

副
部
長　

板
垣　
　

亮

　
　

第
一
分
団　

副
部
長　

丸
川　

厚
志

　
　

第
二
分
団　

副
部
長　

鈴
木　

広
貴

　
　

第
二
分
団　

副
部
長　

白
田　
　

悟

　
　

第
三
分
団　

副
部
長　

山
口
陽
一
郎

　
　

第
三
分
団　

副
部
長　

佐
藤　

貴
光

　
　

第
五
分
団　

副
部
長　

髙
橋　

義
和

　
　

第
五
分
団　

副
部
長　

村
上　

一
茂

○
永
年
勤
続
退
団
者
表
彰（
勤
続
20
年
以
上
）

　
　

第
一
分
団　

元
部
長　

小
林　

一
幸

　
　

第
二
分
団　

元
部
長　

今　
　

嘉
徳

　
　

第
五
分
団　

元
部
長　

衣
袋
清
三
郎

○
消
防
団
活
動
貢
献
事
業
所
感
謝
状

　
　

山
形
新
興
株
式
会
社

　

日
本
消
防
協
会
長
表
彰

○
竿
頭
綬　

白
鷹
町
消
防
団

○
精
績
章

　
　

第
二
分
団　

分
団
長　

伊
藤　

俊
和

　

山
形
県
消
防
協
会
長
表
彰

○
優
良
章

　
　

第
一
分
団　

副
部
長　

佐
藤　

征
之

　
　

第
二
分
団　

副
部
長　

鈴
木　

博
明

　
　

第
三
分
団　

副
部
長　

五
十
公
野
淳

　
　

第
一
分
団　

班　

長　

長
谷
部
淳
一

　
　

第
一
分
団　

班　

長　

髙
橋　

賢
一

　
　

第
二
分
団　

班　

長　

樋
口　

秀
人

　
　

第
三
分
団　

班　

長　

安
部　

康
雄

　
　

第
三
分
団　

班　

長　

髙
谷　

剛
司

　
　

第
四
分
団　

班　

長　

竹
田　

雅
範

　
　

第
四
分
団　

班　

長　

大
滝　
　

淳

　
　

第
五
分
団　

班　

長　

宮
丸　

和
義

　
　

第
五
分
団　

班　

長　

衣
袋　

一
弘

　
　

第
五
分
団　

班　

長　

大
滝　

敏
広

○
永
年
勤
続
章
（
25
年
）

　
　

第
二
分
団　

分
団
長　

伊
藤　

俊
和

　
　

第
一
分
団　

団　

員　

髙
橋　

和
郁

　
　

第
一
分
団　

団　

員　

船
山　
　

寛

　
　

第
二
分
団　

団　

員　

横
沢　

安
弘

　
　

第
二
分
団　

団　

員　

菅
野　

健
一

○
永
年
勤
続
章
（
20
年
）

　
　

第
一
分
団　

部　

長　

小
林　
　

真

　
　

第
四
分
団　

部　

長　

大
滝　

孝
一

　
　

第
一
分
団　

団　

員　

小
口　

利
晴

　
　

第
一
分
団　

団　

員　

本
木　
　

修

　
　

第
一
分
団　

団　

員　

金
田　
　

悟

　
　

第
二
分
団　

団　

員　

江
口　

幸
一

　
　

第
二
分
団　

団　

員　

稲
葉　
　

稔

　
　

第
二
分
団　

団　

員　

迎
田
藤
一
郎

　
　

第
二
分
団　

団　

員　

佐
藤　

保
弘

　
　

第
三
分
団　

団　

員　

齋
藤　

正
人

　
　

第
五
分
団　

団　

員　

岡
田　

正
敏

　
　

第
五
分
団　

団　

員　

菊
地　
　

智

○
永
年
勤
続
章
（
15
年
）

　
　

第
二
分
団　

部　

長　

石
山　

雄
一

　
　

第
二
分
団　

副
部
長　

白
田　
　

悟

　
　

第
四
分
団　

副
部
長　

小
関　

敦
広

　
　

第
五
分
団　

副
部
長　

菅
間　
　

努

　
　

第
一
分
団　

班　

長　

髙
橋　

賢
一

　
　

第
一
分
団　

班　

長　

長
谷
部
淳
一

　
　

第
一
分
団　

班　

長　

丸
川　

敏
治

　
　

第
一
分
団　

班　

長　

髙
木　
　

薫

　
　

第
二
分
団　

班　

長　

宮
澤　

滋
晴

　
　

第
二
分
団　

班　

長　

山
口　

孝
弘

　
　

第
五
分
団　

班　

長　

衣
袋　

一
弘

　
　

第
五
分
団　

班　

長　

大
滝　

敏
広

　
　

第
五
分
団　

班　

長　

梅
津　

祐
一

　
　

第
一
分
団　

団　

員　

新
野　

貴
弘

　
　

第
一
分
団　

団　

員　

金
子　

一
孝

　
　

第
一
分
団　

団　

員　

吉
村　

秀
昭

　
　

第
二
分
団　

団　

員　

横
澤　

直
樹

　
　

第
二
分
団　

団　

員　

樋
口　

俊
之

　
　

第
三
分
団　

団　

員　

笹
原　

広
輝

　
　

第
三
分
団　

団　

員　

菅
野　

博
志

　
　

第
三
分
団　

団　

員　

野
口　

啓
三

　
　

第
三
分
団　

団　

員　

山
口　

利
道

　
　

第
三
分
団　

団　

員　

川
上　

智
勝

　
　

第
三
分
団　

団　

員　

岩
崎　

謙
一

　
　

第
四
分
団　

団　

員　

髙
田　

慎
一

　
　

第
五
分
団　

団　

員　

紺
野　
　

仁

　
　

第
五
分
団　

団　

員　

菅
間　

健
一

　
　

第
五
分
団　

団　

員　

鈴
木　
　

晃

　
　

第
五
分
団　

団　

員　

大
滝　

邦
弘

　
　

第
五
分
団　

団　

員　

髙
橋　

秀
樹

  

山
形
県
消
防
協
会
西
置
賜
支
部
長
表
彰

○
優
良
機
関　

第
一
分
団
第
二
部
第
一
班

○
優
良
消
防
団
員

　
　

第
一
分
団　

班　

長　

髙
木　
　

薫

　
　

第
一
分
団　

班　

長　

大
瀧　

真
人

　
　

第
一
分
団　

班　

長　

小
林　

茂
樹

　
　

第
一
分
団　

班　

長　

小
林　

敏
朗

　
　

第
一
分
団　

班　

長　

遠
藤　

晴
海

　
　

第
二
分
団　

班　

長　

樋
口　

伸
也

　
　

第
二
分
団　

班　

長　

軽
部　
　

学

　
　

第
二
分
団　

班　

長　

樋
口　

昌
幸　

　
　

第
二
分
団　

班　

長　

横
澤　
　

塁

　
　

第
三
分
団　

班　

長　

栗
原　

一
執

　
　

第
三
分
団　

班　

長　

鈴
木　

貴
広

　
　

第
三
分
団　

班　

長　

髙
山　

知
樹

　
　

第
三
分
団　

班　

長　

竹
田　

則
幸

白
鷹
町
消
防
関
係
表
彰
者
の
み
な
さ
ん

功
績
�
�
�
�
�

＊
敬
称
略
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元
第
三
分
団　

班　

長　

竹
田　

一
喜

　

元
第
三
分
団　

班　

長　

橋
本　

進
一

　

元
第
四
分
団　

班　

長　

丸
川　

幸
浩

　

元
第
五
分
団　

班　

長　

菅
原　

智
宏

　

元
第
五
分
団　

班　

長　

岡
田　

正
敏

　

元
第
五
分
団　

班　

長　

村
上　

邦
彦

○
永
年
勤
続
退
団
者（
勤
続
15
年
以
上
の
団
員
）

　

元
第
四
分
団　

団　

員　

山
川　
　

努

○
内
助
の
功
労
者

　

団
長
夫
人　
　
　
　
　
　

佐
藤
由
美
子

　

白
鷹
町
消
防
団
長
表
彰

○
賞
詞
（
勤
続
13
年
以
上
の
団
員
）

　
　

本　
　

部　

団　

員　

平
井　

正
秋

　
　

第
一
分
団　

団　

員　

片
山　

充
治

　
　

第
一
分
団　

団　

員　

金
田　

康
範

　
　

第
一
分
団　

団　

員　

渡
辺　
　

大

　
　

第
一
分
団　

団　

員　

大
滝　
　

武

　
　

第
一
分
団　

団　

員　

岡
部　
　

修

　
　

第
三
分
団　

団　

員　

齋
藤　
　

了

　
　

第
四
分
団　

団　

員　

紺
野　

重
幸

　
　

第
四
分
団　

団　

員　

布
施　

貴
広

　
　

第
五
分
団　

団　

員　

新
野　

瑞
喜

　
　

第
五
分
団　

団　

員　

村
上　

利
晴

　
　

第
三
分
団　

班　

長　

伊
藤　

吉
架

　
　

第
四
分
団　

班　

長　

川
部　

茂
樹

　
　

第
四
分
団　

班　

長　

齋
藤　

和
幸

　
　

第
五
分
団　

班　

長　

梅
津　

祐
一

　
　

第
五
分
団　

班　

長　

笹
原　
　

智

　
　

第
五
分
団　

班　

長　

鈴
木　
　

隆

　
　

第
五
分
団　

班　

長　

小
形
勇
二
郎

○
優
良
運
転
者

　
　

第
一
分
団　

団　

員　

福
島　

貴
士

　
　

第
四
分
団　

団　

員　

髙
田　

慎
一

　
　

第
四
分
団　

団　

員　

海
老
名　

洋

　

白
鷹
町
長
感
謝
状

○
幹
部
退
団
者
（
班
長
以
上
の
幹
部
）

　

元
第
一
分
団　

分
団
長　

佐
々
木
誠
司

　

元
第
四
分
団　

副
分
団
長　

安
部　

宏
信

　

元
第
一
分
団　

部　

長　

五
十
嵐　

勉

　

元
第
一
分
団　

部　

長　

小
林　

浩
一

　

元
第
一
分
団　

部　

長　

佐
藤　

政
寛

　

元
第
二
分
団　

部　

長　

佐
藤　

敏
宏

　

元
第
二
分
団　

部　

長　

菅
野　

健
一

　

元
第
二
分
団　

部　

長　

佐
藤　

保
弘

　

元
第
五
分
団　

部　

長　

中
村　

洋
昌

　

元
第
五
分
団　

部　

長　

青
木　

冨
弘

　

元
第
一
分
団　

副
部
長　

馬
場　

義
弘

　

元
第
二
分
団　

副
部
長　

鈴
木　

博
明

　

元
第
四
分
団　

副
部
長　

今
野　

龍
美

　

元
第
一
分
団　

班　

長　

今
野　

和
博

　

元
第
一
分
団　

班　

長　

金
田　

和
明

　

元
第
一
分
団　

班　

長　

小
林　

淳
一

　

元
第
一
分
団　

班　

長　

吉
村　

秀
昭

　

元
第
二
分
団　

班　

長　

菅　
　

昌
道

　

元
第
二
分
団　

班　

長　

船
山　

直
樹

　

元
第
二
分
団　

班　

長　

江
口　

幸
一

　

元
第
二
分
団　

班　

長　

稲
葉　
　

稔

　

元
第
二
分
団　

班　

長　

迎
田
藤
一
郎

　

元
第
三
分
団　

班　

長　

鈴
木　

克
仁

平成20年度白鷹町春季消防演習の様子
（６月１日／東中学校、荒砥地内）
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“元気ニコニコしらたか21”を町民と行政が協働で推進しています！（元気ニコニコ推進会議）

元気ニコニコ

しらたか21

元気ニコニコ

しらたか21

白鷹町健康増進計画◎心もいきいき働き盛りの健康づくり～若さを保つ元気な暮らし
　１週間に１～２回以上運動する（30～ 60代）

平成15年度（計画策定時）　平成22年度（目標）

14.8％ 25.0％

運動習慣者の増加のために町民の希望の多い、「ウオーキング」
推進に取り組んでいます。

評
価
と
今
後
の
取
り
組
み

　

運
動
習
慣
の
定
着
化
に
向
け
た
取
り
組
み
と
し
て
、

元
気
ニ
コ
ニ
コ
推
進
会
議
と
協
働
で
町
民
の
皆
さ
ん

の
希
望
の
多
い
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
事
業
を
企
画
実
施
し

ま
し
た
。
運
動
習
慣
と
し
て
は
週
２
回
以
上
の
実
施

が
望
ま
れ
ま
す
が
、
町
と
元
気
ニ
コ
ニ
コ
推
進
会
議

で
は
、
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
を
楽
し
く
継
続
で
き
る
よ
う

に
研
修
会
を
開
催
し
、
さ
ら
に
、
楽
し
く
継
続
す
る

た
め
に
、
月
１
回
の
自
然
を
楽
し
む
ゆ
っ
く
り
ウ
オ

ー
キ
ン
グ
を
開
催
し
て
い
ま
す
。「
元
気
に
こ
に
こ
ウ

オ
ー
キ
ン
グ
」
で
歩
く
楽
し
さ
を
実
感
し
、
地
域
で

友
人
と
歩
い
て
い
る
か
た
も
い
ま
す
。

　

今
後
、
運
動
習
慣
者
の
増
加
の
た
め
に
、「
元
気
に

こ
に
こ
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
」
を
継
続
し
て
実
施
し
ま
す
。

さ
ら
に
、
運
動
習
慣
の
定
着
の
た
め
に
運
動
環
境
に

つ
い
て
関
係
機
関
と
調
整
検
討
し
ま
す
。

平成20年度元気にこにこウオーキング

４／ 26（土）花ウオーク
５／ 25（日）蚕桑地区西部広域農道コース
６／ 22（日）狐越林道散策コース
７／ 27（日）県民の森林間コース
８／ 24（日）鮎貝地区フットパス散策コース
９／ 14（日）白川ダム湖畔コース
10／ 12（日）白鷹山縦走コース
11 ／９（日）町内史跡巡りコース
■問い合わせ
　健康福祉課健康推進係（☎86－0210）

健康のひろば

〔参加者の声〕月１回のウオーキングで、腰痛が
改善しました。歩いた後は気持ちもスッキリ！楽

しく歩くことは体も心も元気になります。

〔参加者の声〕にこにこウオーキ
ングは自然を楽しみながら歩きま

す。スローライフは町のすばらし

さを再発見でき感動です！

平成 19 年度 平成 18 年度 平成 17 年度 平成 16 年度 平成 15 年度

○
元
気
に
こ
に
こ
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

・
内
容　

自
然
を
楽
し
み
な
が
ら
、
に
こ
に
こ
ペ
ー
ス
で
約
10
㎞

を
歩
き
ま
す
。

・
回
数　

８
回
／
年

・
参
加
者
数　
　

１
２
０
人
（
延
べ
）

○
元
気
に
こ
に
こ
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

・
内
容　

自
然
を
楽
し
み
な
が
ら
、
に
こ
に
こ
ペ
ー
ス
で
約
10
㎞

を
歩
き
ま
す
。

・
回
数　

８
回
／
年

・
参
加
者
数　
　

１
７
３
人
（
延
べ
）

○
健
康
づ
く
り
た
め
の
運
動
ワ
ー
キ
ン
グ
（
白
鷹
町
の
健
康
づ

く
り
の
た
め
の
運
動
に
つ
い
て
の
話
し
合
い
）

・
回
数　

22
回
／
年

・
参
加
者
数　

１
６
３
人
（
延
べ
）

○
最
上
川
ウ
キ
ウ
キ
遠
足　

・
参
加
者
数　

29
人

○
白
鷹
山
ゆ
っ
く
り
ウ
オ
ー
キ
ン
グ　

・
参
加
者
数　

23
人

○
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
研
修
会　

・
参
加
者
数　

50
人

白
鷹
町
健
康
増
進
計
画
「
元
気
ニ
コ
ニ
コ
し
ら
た
か
21
」
を
白

鷹
町
と
協
働
で
推
進
す
る
「
元
気
ニ
コ
ニ
コ
推
進
会
議
」
が
11

月
に
発
足
。

白
鷹
町
健
康
増
進
計
画
「
元
気
ニ
コ
ニ
コ
し
ら
た
か
21
」
策
定

目
標
達
成
に
向
け
て
の
取
り
組
み

※
健
康
な
暮
ら
し
の
た
め
に
、
１
回
30
分
以
上
、
週
に
２
回
以
上
、

１
年
以
上
継
続
し
て
運
動
し
ま
し
ょ
う
！

（
や
ま
が
た
夢
未
来
健
康
づ
く
り
プ
ラ
ン
よ
り
）

やまがた夢未来健康づくりプ
ランでは、運動習慣者増加の
目標が平成24年度で20歳以上
37.0％になっています。
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綿毛（２歳児）

Ａ子「せんせ、お天気悪いの、ひまわ
　　り組のしわざだよ」

保育士「えっ、ひまわり組のしわざ？」
Ａ子「うん、かえる捕まえ、いっつも
　　してるも。遠足のときも悪かった

　　のひまわりのし・わ・ざ !!」

なるぼど、年長の男の子は毎日のよう

にかえる取りに夢中です。

よつば保育園

佳
作　

雪
解
け
る
春
の
足
音
子
等
巣
立
つ　
　
　
　

荒
砥
甲　

五
十
公
野
か
を
る

〃　
　

八
十
路
坂
登
る
足
音
途
切
れ
が
ち　
　
　
　

浅　

立　

梅
津
た
つ
ゑ

〃　
　

花
便
り
春
爛ら

ん
ま
ん漫
の
足
の
音　
　
　
　
　
　
　

荒
砥
乙　

大
滝　

栄
子

〃　
　

大
地
踏
む
靴
の
足
音
春
日
和　
　
　
　
　
　

畔　

藤　

梅
津　

い
と

〃　
　

残
照
の
プ
ロ
セ
ス
越
え
た
足
の
音　
　
　
　

高　

岡　

長
岡
み
ち
子

〃　
　

足
音
も
気
遣
う
孫
の
昼
寝
時　
　
　
　
　
　

浅　

立　

高
橋　

と
み

〃　
　

池
の
鯉
忍
び
足
に
も
口
を
開
け　
　
　
　
　

横
田
尻　

金
田　

れ
ん

〃　
　

足
音
で
元
気
確
認
笑
顔
の
輪　
　
　
　
　
　

荒
砥
甲　

井
澤
芙
佐
子

〃　
　

た
だ
い
ま
よ
り
先
に
足
音
聞
き
分
け
る　
　

十　

王　

鈴
木　

し
げ

〃　
　

ボ
ー
ナ
ス
で
足
音
さ
せ
て
パ
パ
帰
宅　
　
　

十　

王　

守
谷　

三
郎

〃　
　

不
況
風
足
音
も
な
く
忍
び
寄
る　
　
　
　
　

滝　

野　

海
老
名
達
夫

〃　
　

童
顔
の
足
音
残
し
花
と
散
る　
　
　
　
　
　

滝　

野　

安
達　

昭
吾

秀
逸　

足
音
に
杖
の
伴
奏
老
い
の
道　
　
　
　
　
　

浅　

立　

小
形　

義
三

〃　
　

足
音
で
今
夜
も
わ
か
る
午
前
様　
　
　
　
　

高　

玉　

高
橋　

朝
子

〃　
　

ふ
き
の
と
う
春
の
足
音
予
告
す
る　
　
　
　

山　

口　

児
玉　

保
子

〃　
　

足
音
で
胸
と
き
め
い
た
遠
い
日
よ　
　
　
　

荒
砥
甲　

鈴
木
み
き
子

〃　
　

五
十
年
夫
婦
足
音
語
り
合
う　
　
　
　
　
　

世
田
谷　

遠
藤　

八
重

〃　
　

足
音
で
わ
か
る
テ
ス
ト
の
良
か
っ
た
日　
　

西
高
玉　

金
田　

コ
ト

〃　
　

蕗ふ
き

の
と
う
春
の
足
音
運
ん
で
る　
　
　
　
　

高　

玉　

片
山　

時
美

〃　
　

孫
二
十
歳
も
う
足
音
は
男
並
み　
　
　
　
　

鮎　

貝　

横
沢　

直
太

〃　
　

残
業
の
夫
の
足
音
待
つ
時
計　
　
　
　
　
　

畔　

藤　

川
井　

千
代

〃　
　

足
音
で
体
調
も
知
る
母
の
勘　
　
　
　
　
　

鮎　

貝　

五
十
公
野
忍

客
一　

大
自
然
春
の
足
音
山
河
萌
え　
　
　
　
　
　

佐
野
原　

五
十
嵐
あ
き
よ

客
二　

行
軍
の
足
音
未
だ
消
え
ぬ
ま
ま　
　
　
　
　

十　

王　

川
部　

隆
雄

客
三　

足
音
を
消
し
て
添
い
寝
の
母
の
愛　
　
　
　

鮎　

貝　

赤
間　

道
雄

客
四　

平
成
に
下
駄
の
足
音
も
う
聞
け
ぬ　
　
　
　

横
須
賀　

大
滝
健
次
郎

客
五　

修
羅
阿
修
羅
男
足
音
乱
さ
な
い　
　
　
　
　

荒
砥
甲　

横
山　

陽
子

人
位　

世
界
で
は
軍
靴
の
足
音
ま
だ
止
ま
ぬ　
　
　

藤
沢
市　

田
苗　

創
真

地
位　

温
暖
化
足
音
無
し
に
来
る
怖
さ　
　
　
　
　

山　

口　

渡
部
喜
美
子

天
位　

九
条
も
揺
ら
ぎ
軍
靴
の
音
か
す
か　
　
　
　

高　

岡　

安
部　

柳
子

　

軸　

足
音
を
消
し
ラ
イ
バ
ル
の
秘
を
覗
く　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
拍
子

次
回
「
旅
」
六
月
末
日
ま
で
。「
星
」
七
月
末
ま
で
。

は
が
き
に
三
句　

白
鷹
町
荒
砥
乙
四
二
八―

二　

高
橋　

白
兎　

宛

�
町
報
川
柳
�　 

　
　

足
音　
　
　
　

新
野　

三
拍
子　

選

しわざ（４歳児）

Ｂ子「ふーってすんな、取りに行くべ」
保育士「綿毛ね。探しに行こう」
Ｂ子「うん　わため

4 4 4

取り行く」

Ｃ男「ぼくも　わかめ
4 4 4

に行く」

●
認
知
症
の
八
大
法
則
と
一
原
則

　

一
人
ひ
と
り
の
症
状
は
違
っ
て

見
え
て
も
、
認
知
症
の
お
年
寄
り

に
は
共
通
の
特
徴
が
あ
り
ま
す
。

ど
う
し
て
そ
の
よ
う
な
症
状
を
示

す
の
か
を
理
解
す
る
こ
と
で
、
介

護
者
の
対
応
は
格
段
に
楽
に
な
る

は
ず
で
す
。
今
後
数
回
に
分
け
て

お
伝
え
し
ま
す
。

○
第
一
法
則

　

記
憶
障
害
に
関
す
る
法
則

例
外
な
く
見
ら
れ
る
記
憶
障
害

　

記
憶
障
害
は
認
知
症
患
者
の
ほ

ぼ
全
員
に
見
ら
れ
ま
す
。
記
憶
障

害
の
表
れ
方
は
さ
ま
ざ
ま
で
す
が
、

大
き
く
３
つ
に
分
け
ら
れ
ま
す
。

そ
れ
ら
の
症
状
が
、
人
に
よ
っ
て

強
く
出
た
り
弱
く
出
た
り
し
ま
す
。

①
記
銘
力
の
低
下
〜
新
し
い
こ
と

が
覚
え
ら
れ
な
い

　

新
し
い
こ
と
が
覚
え
ら
れ
な
く

な
っ
て
く
る
と
、
一
日
に
同
じ
こ

と
を
10
回
も
20
回
も
家
族
に
尋
ね

る
な
ど
の
事
態
が
起
こ
り
ま
す
。

②
全
体
記
憶
の
障
害
の
特
徴
〜
す

っ
ぽ
り
記
憶
が
消
え
る

　

食
べ
た
食
事
の
メ
ニ
ュ
ー
を
思

い
出
せ
な
い
の
が
認
知
症
で
は
な

く
、
食
事
し
た
こ
と
自
体
を
忘
れ

て
し
ま
う
の
が
認
知
症
の
記
憶
障

害
の
特
徴
で
す
。

③
記
憶
の
逆
行
性
喪
失
の
特
徴
〜

昔
の
世
界
に
住
む

　

最
近
の
こ
と
ほ
ど
忘
れ
て
し
ま

う
の
が
逆
行
性
喪
失
で
す
。「
夕
方

に
な
る
と
そ
わ
そ
わ

4

4

4

4

し
始
め
、
自

分
の
家
に
帰
る
と
出
か
け
よ
う
と

す
る
」「
大
人
に
な
っ
た
子
ど
も
を

認
め
ず
、
自
分
の
子
ど
も
は
ま
だ

小
さ
い
は
ず
だ
と
言
い
張
る
」
な

ど
が
特
徴
で
す
。
こ
う
し
た
場
合

は
、
誤
り
を
指
摘
し
た
り
説
得
し

て
も
解
決
に
は
な
り
ま
せ
ん
。
も

し
「
家
に
帰
る
」
と
言
う
の
で
あ

れ
ば
「
も
う
遅
く
な
っ
た
か
ら
今

日
は
こ
こ
に
泊
ま
っ
て
明
日
帰
り

ま
し
ょ
う
」
な
ど
と
、
話
し
相
手

を
し
て
い
る
う
ち
に
落
ち
着
い
て

「
帰
る
」
と
言
っ
た
こ
と
も
忘
れ

て
し
ま
い
ま
す
。　
　
　
　
　
　

　
　
　

　

次
回
は
第
二
法
則　

症
状
の
出

現
強
度
に
関
す
る
法
則
を
お
伝
え

し
ま
す
。
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募　集

催　し

元
気
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

▼
い
つ　

６
月
22
日
（
日
）
午
前

６
時
〜
８
時
30
分
（
午
前
５
時
45

分
集
合
）

▼
集
合
場
所　

白
鷹
ス
キ
ー
場

▼
コ
ー
ス　

白
鷹
ス
キ
ー
場
〜
山

辺
町
嶽
原
〜
白
鷹
ス
キ
ー
場

＊
参
加
者
か
ら
い
つ
も
好
評
を
得

　

て
い
る
コ
ー
ス
で
す
。

▼
内
容　

深
い
緑
の
木
立
の
中
を

歩
き
ま
す
。
汗
ば
ん
で
き
た
ら
、

白
鷹
山
の
冷
た
い
伏
流
水
で
の
ど

を
潤
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

＊
当
日
お
集
ま
り
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

元
気
ニ
コ
ニ
コ

推
進
会
議
事
務
局
（
健
康
福
祉
課

健
康
推
進
係
・
☎
86

－

０
２
１
０
）

白
鷹
学
講
座
�
�
�
�

�
�
�
�
�
映
画
上
映
会

▼
い
つ　

６
月
22
日
（
日
）

①
１
回
目　

午
前
10
時
〜
（
午
前

　

９
時
30
分
開
場
）

②
２
回
目　

午
後
１
時
30
分
〜　

　

（
午
後
１
時
開
場
）

▼
ど
こ
で　

パ
ワ
ー
セ
ン
タ
ー

▼
上
映
作
品
「
Ａ
Ｌ
Ｗ
Ａ
Ｙ
Ｓ　

続
・
三
丁
目
の
夕
日
」

▼
定
員　

各
２
０
０
人

▼
入
場
料

①
前
売　

大
人　

５
０
０
円

　
　
　
　

小
中
高
生　

１
０
０
円

②
当
日　

大
人　

６
０
０
円

　
　
　
　

小
中
高
生　

１
１
０
円

▼
前
売
券
取
り
扱
い　

教
育
委
員

会
、
中
央
公
民
館
、
各
地
区
公
民

館
、
パ
ワ
ー
セ
ン
タ
ー

■
問
い
合
わ
せ　

教
育
委
員
会

　

生
涯
学
習
・
ス
ポ
ー
ツ
推
進
係

（
☎
85

－

６
１
４
７
）

朝
日
連
峰
夏
山
開
�

▼
い
つ　

６
月
22
日
（
日
）

　
　
　
　

午
前
11
時
〜

▼
ど
こ
で　

朝
日
連
峰
鳥
原
山　

朝
日
嶽
神
社
前

▼
持
ち
物　

昼
食
、
雨
具
な
ど

▼
交
通　

午
前
６
時
に
役
場
前
か

ら
バ
ス
が
出
ま
す
の
で
ご
利
用
く

�
�
�
�
手
�
稀
少
生
物
�
守

�
�
�
�
�
�
葦�

�

刈
�
活
動
�

　

町
内
に
あ
る
「
粥か
ゆ
も
ち餅

田だ

湿
原
」

は
、
多
く
の
稀
少
生
物
が
す
む
貴

重
な
湿
原
で
、
町
指
定
文
化
財
に

も
な
っ
て
い
ま
す
。
近
年
、
葦
が

繁
殖
し
湿
原
面
が
減
少
し
て
い
る

た
め
、
葦
刈
り
を
行
い
湿
原
と
希

少
生
物
を
保
全
し
ま
す
。
活
動
に

参
加
い
た
だ
け
る
か
た
は
、
ぜ
ひ

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▼
い
つ　

７
月
５
日
（
土
）
午
前

８
時
30
分
〜
午
後
２
時

だ
さ
い
（
バ
ス
の
乗
車
人
数
に
限

り
が
あ
り
ま
す
の
で
、
お
早
め
に

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
）。

▼
締
め
切
り　

６
月
18
日
（
水
）

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

産
業
振

興
課
観
光
交
流
係
（
☎
85

－
６
１

２
６
）

介
護
研
修
会
�
講
演
会
�

　

昨
年
に
引
き
続
き
、
川
崎
幸
ク

リ
ニ
ッ
ク
院
長
の
杉
山
孝
博
さ
ん

か
ら
お
話
し
い
た
だ
き
ま
す
。
介

護
の
ヒ
ン
ト
が
い
っ
ぱ
い
で
、
笑

い
が
あ
ふ
れ
る
講
演
で
す
。

▼
い
つ　

７
月
６
日
（
日
）

　
　
　
　

午
後
２
時
〜
３
時
30
分

▼
ど
こ
で　

パ
ワ
ー
セ
ン
タ
ー

▼
内
容　

講
演
「
続
・
認
知
症
の

理
解
と
援
助
」

▼
講
師　

杉
山
孝
博
さ
ん
（
川
崎

幸
ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長
）

▼
締
め
切
り　

６
月
30
日
（
月
）

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

健
康
福

祉
課　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

（
☎
86

－

０
１
１
２
）

�
�
�
村
�
�
�

▼
い
つ　

６
月
22
日
（
日
）
午
前

10
時
30
分
〜
午
後
３
時

▼
ど
こ
で　

の
ど
か
村

▼
内
容

(1)
青
竹
流
し
ソ
ー
メ
ン

○
参
加
費　

大
人
２
０
０
円
、
小

　

学
生
１
０
０
円
、
幼
児
無
料　

(2)
山
菜
な
ど
の
直
売
所

(3)
さ
く
ら
ん
ぼ
狩
り
体
験

○
体
験
料　

１
５
０
０
円
（
当
日

　

受
付
、
先
着
20
人
程
度
）

(4)
さ
く
ら
ん
ぼ
の
種
飛
ば
し
大
会

(5)
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン　

股
旅
舞
踊

※
和
紙
漉
き
や
陶
芸
の
体
験
や
お

い
し
い
手
打
ち
そ
ば
も
ど
う
ぞ
。

■
問
い
合
わ
せ　

い
き
い
き
深
山

郷
の
ど
か
村（
☎
85

－

０
３
８
０
）

講
演
会
�
落
語
�
楽
�
�
�
�

�
�
�
�
�

▼
い
つ　

６
月
21
日
（
土
）
午
後

１
時
30
分
〜
３
時
30
分
（
午
後
１

時
受
付
開
始
）

▼
ど
こ
で　

パ
ワ
ー
セ
ン
タ
ー

▼
内
容
「
笑
い
は
健
康
の
良
薬
」

を
テ
ー
マ
に
、
笑
い
の
効
果
を
楽

し
く
お
話
し
し
ま
す
。

▼
講
師　

三
遊
亭
楽
春
さ
ん
（
落

語
家
・
真
打
）

▼
入
場
料　

５
０
０
円

■
問
い
合
わ
せ　

山
形
県
看
護
協

会
置
賜
支
部
／
川
村
（
公
立
置
賜

総
合
病
院
／
☎
０
２
３
８

－

46

－

５
０
０
０
）

県
工
業
技
術
�
�
�
�
置
賜

試
験
場
参
観
�
�

▼
い
つ　

６
月
27
日
（
金
）
〜
28

日
（
土
）
午
前
９
時
30
分
〜
午
後

４
時
30
分

▼
ど
こ
で　

山
形
県
工
業
技
術
セ

ン
タ
ー
置
賜
試
験
場
（
米
沢
市
）

▼
内
容

●
体
験
コ
ー
ナ
ー

○
紅
花
、
藍
を
使
っ
た
ハ
ン
カ
チ

　

の
草
木
染
め

○
高
速
度
カ
メ
ラ
で
サ
ッ
カ
ー
ボ

　

ー
ル
を
蹴
る
瞬
間
の
観
察
な
ど

●
実
演
コ
ー
ナ
ー

○
Ｘ
線
テ
レ
ビ
を
使
っ
た
携
帯
電

　

話
の
内
部
観
察
な
ど

■
問
い
合
わ
せ　

置
賜
試
験
場

（
☎
０
２
３
８

－

37

－

２
４
２
４
）
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おしらせ

月
23
日
、
11
月
27
日
、
12
月
25
日
、

１
月
29
日
、
２
月
26
日
、
３
月
26

日
（
各
木
曜
日
）

▼
時
間　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

▼
会
場　

長
井
市
役
所
市
民
相
談
室

▼
相
談
内
容　

所
有
転
移
転
の
登

記
、
会
社
関
係
の
登
記
な
ど

■
問
い
合
わ
せ　

町
民
税
務
課
く

ら
し
・
環
境
推
進
係
（
☎
85

－

６

１
３
１
）

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
障
�
�
者
技
能
競
技
�

�
参
加
�
�
�
�
�
�
�

▼
い
つ　

７
月
18
日
（
金
）

　
　
　
　

午
前
９
時
〜
午
後
３
時

▼
ど
こ
で　

山
形
テ
ル
サ（
山
形
市
）

▼
競
技
種
目

①
ワ
ー
ド
プ
ロ
セ
ッ
サ
部
門
（
身

　

体
障
が
い
者
、
精
神
障
が
い
者

　

な
ど
）

②
表
計
算
部
門
（
身
体
障
が
い
者
、

　

精
神
障
が
い
者
な
ど
）

③
Ｄ
Ｔ
Ｐ
部
門
（
身
体
障
が
い
者
、

　

精
神
障
が
い
者
な
ど
）

＊
パ
ソ
コ
ン
に
よ
る
文
書
編
集
や

　

画
像
な
ど
を
加
工
配
置
し
、
卓

　

上
印
刷
を
行
い
ま
す
。

④
喫
茶
サ
ー
ビ
ス
部
門
（
知
的
障

　

が
い
者
に
限
る
）

▼
参
加
費　

無
料

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

社
団
法

人
山
形
県
高
齢
・
障
害
者
雇
用
支

た
や
、
そ
の
家
族

▼
相
談
医　

吉
川
順
さ
ん
（
吉
川

記
念
病
院
院
長
）

▼
料
金　

無
料

▼
申
込
方
法　

予
約
制
の
た
め
、

事
前
に
電
話
な
ど
で
連
絡
を
い
た

だ
き
日
程
を
調
整
し
ま
す
（
時
間

の
都
合
上
、
１
回
３
人
程
度
）。

▼
締
め
切
り　

６
月
20
日
（
金
）

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

健
康
福

祉
課　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

（
☎
86

－

０
１
１
２
）

�
�
�
�
�
川
�
住
�
�
�
�
�

�
�
運
動
�
�
実
施
�
�
�
�

　

今
年
も
７
月
６
日
（
日
）
県
内

一
斉
に
行
わ
れ
ま
す
。
各
地
区
で

計
画
さ
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
ま
す

が
、
よ
ろ
し
く
ご
協
力
く
だ
さ
る

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

実
施
日
時
な
ど
の
詳
細
に
つ
い

て
は
、
各
区
・
町
内
長
の
指
示
に

従
っ
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

建
設
水
道
課
管

理
係
（
☎
85

－

６
１
４
０
）

平
成
20
年
度
登
記
相
談
日

　

山
形
地
方
法
務
局
で
は
、
長
井

支
局
の
統
合
に
伴
い
、
毎
月
登
記

相
談
日
を
設
け
て
い
ま
す
。
今
年

度
の
開
催
日
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

▼
開
催
日　

６
月
26
日
、
７
月
24

日
、
８
月
28
日
、
９
月
25
日
、
10

�
物
忘
�
相
談
�
�
開
催
�
�
�

　

認
知
症
を
正
し
く
理
解
し
、
早

期
発
見
、
早
期
治
療
に
結
び
付
け

ま
し
ょ
う
。

▼
い
つ　

７
月
４
日
（
金
）

　
　
　
　

午
後
２
時
〜
４
時

▼
ど
こ
で　

健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

▼
対
象　

物
忘
れ
が
気
に
な
る
か

援
協
会
（
☎
０
２
３

－

６
７
６

－

８
４
０
２
）

�
名
�
�
�
管
理
職
�
�
�
番
��

実
施
�
�
�

▼
内
容　

電
話
と
面
談
に
よ
る
相

談
受
付

▼
電
話
番
号

☎
０
１
２
０

－

３
７
８

－

０
６
０

☎
０
２
３

－

６
２
３

－

４
０
１
０

▼
事
務
所　

山
形
市
香
澄
町
１

－

14

－

７
山
形
県
労
連
内

▼
受
付
相
談
内
容

①
「
名
ば
か
り
管
理
職
」
を
中
心

　

と
し
た
長
時
間
残
業
・
時
間
外

　

労
働
の
問
題
や
残
業
代
・
時
間

　

外
労
働
賃
金
の
未
払
い
の
問
題

②
そ
の
ほ
か
労
働
問
題
全
般

▼
実
施
時
期　

６
月
24
日
（
火
）、

25
日（
水
）午
前
10
時
〜
午
後
７
時

■
問
い
合
わ
せ　

山
形
県
労
働
相

談
セ
ン
タ
ー
（
☎
０
２
３

－

６
２

３

－

４
０
１
０
）

�
�
�
�
訂
正

●
お
し
ら
せ
版
５
月
22
日
号
の
４

ペ
ー
ジ「『
愛
の
か
た
ち
献
血
』
に

ご
協
力
く
だ
さ
い
」
で
、
山
形
部

品
㈱
の
「
13
：
30
〜
14
：
00
」
は

「
13
：
30
〜
16
：
00
」
の
誤
り
で

し
た
。

　

お
わ
び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。

▼
ど
こ
で　

中
央
公
民
館
２
階
視

聴
覚
室（
集
合
）　

〜
粥
餅
田
湿
原

▼
内
容

①
説
明
会
（
保
全
の
目
的
・
方
法

　

・
希
少
生
物
の
説
明
）

②
保
全
活
動
（
葦
刈
り
、
運
搬
）

▼
持
ち
物　

長
袖
長
ズ
ボ
ン
（
動

き
や
す
い
服
装
）、長
靴
、
軍
手
、

タ
オ
ル
、
帽
子

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

教
育
委

員
会
文
化
振
興
係
（
☎
85

－

６
１

４
６
）

平
成
20
年
度
山
形
県
警
察
官
募
集

▼
受
験
資
格

　

昭
和
48
年
４
月
２
日
か
ら
平
成

３
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
、

①
警
察
官
Ａ　

大
学
卒
ま
た
は
平

　

成
21
年
３
月
ま
で
卒
業
見
込
み

　

の
か
た

②
警
察
官
Ｂ　

①
以
外
の
か
た

▼
申
込
期
間

①
警
察
官
Ａ　

５
月
30
日
（
金
）

　

〜
６
月
30
日
（
月
）

②
警
察
官
Ｂ　

８
月
１
日
（
金
）

　

〜
９
月
１
日
（
月
）

▼
第
１
次
試
験
期
日
・
会
場

①
警
察
官
Ａ　

７
月
13
日
（
日
）

　

山
形
東
高
校
ほ
か

②
警
察
官
Ｂ　

９
月
21
日
（
日
）

　

南
陽
警
察
署
ほ
か

■
問
い
合
わ
せ　

長
井
警
察
署

（
☎
84

－

０
１
１
０
）

山
形
県
医
師
修
学
資
金
貸
与
者

�
募
集

　

大
学
で
医
学
を
履
修
す
る
か
た

に
修
学
資
金
を
貸
与
し
ま
す
。

▼
貸
与
年
額

①
地
域
医
療
従
事
医
師
確
保
修
学

　

資
金　

２
０
０
万
円

②
特
定
診
療
科
医
師
確
保
修
学
資

　

金　

２
０
０
万
円

③
山
形
大
学
医
学
部
修
学
資
金　

　

２
０
０
万
円

▼
受
付
期
間　

６
月
16
日
（
月
）

〜
７
月
15
日
（
火
）

※
詳
し
く
は
、
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

山
形
県
健
康
福

祉
企
画
課
（
☎
０
２
３

－

６
３
０

－

２
２
５
８
）

●
放
送
大
学
10
月
入
学
生
募
集�

�
募
集
学
生�

�
全
科
履
修
生�

�
選
科
履
修
生�

�
科
目
履
修
生�

�
募
集
期
間�

�
月
15
日
�
日
�
�
�
月
31
日
�
日
�

�
大
学
説
明
会�

�
月
�
日
�
土
�
午
後
�
時
��

米
沢
市
�
�
�
�
�
�
�
��

�
問
�
合
�
��

放
送
大
学
山
形
学
習
�
�
�
�
�
☎
�
�
�

�

�
�
�

�

�
�
�
�
�
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広
報
し
ら
た
か
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
�

　 お く や み　　

こんにちは赤ちゃん

 住所 父母の名 子の名

十　王 金子 哲　治 凛
りん

　音
ね

紀　子

高　岡 樋口 則　明 湊
みな

　実
み

美　香

浅　立 梅津 隼　人 希
ひか

　望
り

恵

十　王 須藤 陽　介 ひより夏　織

山　口 小松 正　和 詩
し

　乃
の

由　梨

荒砥甲 阿部 春　樹 蒼
そ

　空
ら

直　子

ご結婚おめでとう

　　氏　　　名　　　  住所

（小　関　健　太　　菖　蒲
粟　野　羊　子　　山形市

（安　達　貴　憲　　十　王
新　野　絵　里　　長井市

（梅　津　裕　次　　浅　立
齋　藤　　渚　　　滝　野

（中　川　　勝　　　山　口
長谷部　博　子　　山　口

（梅　津　亮　二　　浅　立
齋　藤　　　子　　マレーシア

（関　　　哲　也　　山　口
斉　藤　紗　代　　福島県

（二　田　孝　行　　秋田県
村　山　優　子　　中　山

（樋　口　啓一郎　　深　山
新　野　慶　子　　荒砥甲

（鈴　木　達　弥　　荒砥甲
遠　藤　あゆみ　　長井市

 住所　　  氏　　名  　年齢
高　岡　須　貝　榮　一　75
箕和田　土　屋　しゆん　82
広　野　新　野　と　め　87
荒砥乙　土　谷　千代子　81
高　岡　小　口　　貞　　98
畔　藤　紺　野　久　次　85
中　山　奥　山　千代子　81
横田尻　佐　藤　　保　　58
鮎　貝　赤　間　和　江　78
滝　野　髙　橋　利　夫　76
十　王　向　田　せ　い　86
浅　立　沼　澤　太　重　90
萩　野　梅　津　悦　子　56
広　野　川　井　源　一　76
荒砥甲　橋　本　勝　助　66
鮎　貝　大　木　良　助　65

●5月1日 ▼5月31日

戸籍の窓にのせたくないかたは、届出のときに戸籍年金係にお申し出ください。

　

先
月
５
月
12
日
に
発
生
し
た
隣
国

中
国
・
四
川
大
地
震
。
あ
ま
り
に
も

悲
惨
な
大
災
害
で
あ
る
。
今
わ
か
っ

て
い
る
だ
け
で
も
死
者
６
万
９
０
０

０
人
、
行
方
不
明
者
１
万
８
０
０
０

人
、
負
傷
者
37
万
人
、
被
災
者
４
５

５
０
万
人
と
い
う
。
我
々
の
想
像
を

絶
す
る
大
惨
事
で
あ
る
。
命
を
奪
わ

れ
た
か
た
が
た
に
は
心
か
ら
お
悔
や

み
を
、
命
を
傷
つ
け
ら
れ
た
か
た
が

た
に
は
一
日
も
早
い
回
復
を
、
そ
し

て
被
災
地
域
の
一
日
も
早
い
復
旧
を
、

同
じ
地
球
市
民
と
し
て
祈
ら
ず
に
お

れ
な
い
。
地
震
は
自
然
の
原
理
で
発

生
す
る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
引
き
起
こ

さ
れ
る
人
へ
の
被
害
は
、
自
然
の
破

壊
力
が
原
因
だ
と
し
て
も
、
人
の
つ

く
り
出
し
た
文
明
と
対
峙
す
る
も
の

で
も
あ
る
。
そ
の
文
明
の
有
り
様
を

各
々
の
国
が
自
己
の
も
の
と
し
て
受

け
止
め
、
将
来
に
備
え
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
面
も
持
つ
。

　

こ
の
地
球
上
に
は
、
生
物
が
３
０

０
０
万
種
に
上
る
と
推
定
さ
れ
、「
宇

宙
船
地
球
号
」
は
こ
の
多
様
な
生
物

の
微
妙
な
バ
ラ
ン
ス
の
上
に
成
り
立

っ
て
い
る
。
し
か
し
今
、
世
界
の
生

物
は
、
恐
竜
が
姿
を
消
し
た
時
代
以

来
の
大
量
絶
滅
の
危
機
に
直
面
し
て

い
る
と
い
う
。
命
あ
る
も
の
、
生
あ

る
も
の
を
い
か
に
絶
滅
か
ら
防
ぐ
か
、

世
界
的
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

　

先
日
、
町
内
の
小
・
中
・
高
校
の

先
生
が
た
と
懇
談
す
る
機
会
が
あ
っ

た
。
そ
の
休
憩
中
の
雑
談
で
あ
る
。

－

鷹
山
小
学
校
の
昇
降
口
の
近
く
に

水
槽
を
置
い
て
い
る
。
昨
年
の
統
合

の
際
、
中
山
小
学
校
か
ら
引
き
継
い

だ
も
の
だ
。
水
温
は
25
℃
に
保
ち
、

「
エ
ン
ゼ
ル
フ
ィ
ッ
シ
ュ
（
熱
帯
魚

・
体
長
約
５
㌢
）」を
５
尾
、
そ
の
他

の
魚
を
放
し
て
い
る
。
エ
ン
ゼ
ル
フ

ィ
ッ
シ
ュ
は
１
カ
月
２
、
３
回
く
ら

い
産
卵
す
る
。
１
回
50
個
く
ら
い
、

小
さ
く
透
明
な
卵
を
水
槽
の
水
草
に

付
着
さ
せ
る
。
そ
し
て
数
日
後
、
必

ず
１
回
、
口
に
卵
を
含
ん
で
ほ
か
の

葉
に
移
す
。
必
ず
成
魚
２
尾
が
そ
の

葉
の
わ
き
で
見
守
り
、
も
し
卵
が
こ

ぼ
れ
た
ら
、
す
ぐ
に
口
で
す
く
い
葉

に
戻
す
。
ほ
か
の
魚
が
来
る
と
追
い

払
う
。
そ
し
て
、
１
週
間
ほ
ど
経
つ

と
小
さ
な
稚
魚
に
成
長
し
、
葉
か
ら

一
斉
に
「
透
明
な
塊
」
の
よ
う
に
動

い
て
い
く
。
そ
の
周
り
を
２
尾
の
エ

ン
ゼ
ル
フ
ィ
ッ
シ
ュ
が
囲
ん
で
泳
ぐ
。

し
か
し
３
日
後
、
そ
の
水
槽
に
は
小

さ
な
命
は
い
な
く
な
っ
て
い
る
。
な

ぜ
か
わ
か
ら
な
い
。
い
ろ
い
ろ
工
夫

を
し
た
が
、
い
つ
も
そ
う
で
あ
っ
た
。

な
ん
と
か
し
た
い
と
思
い
、
１
カ
月

ほ
ど
前
、
水
槽
を
細
か
な
網
で
２
つ

に
分
け
、
一
方
に
動
き
始
め
た
ば
か

り
の
エ
ン
ゼ
ル
フ
ィ
ッ
シ
ュ
を
す
く

い
分
け
入
れ
た
。
や
は
り
３
日
く
ら

い
で
消
え
て
い
た
が
、
２
尾
だ
け
成

長
し
形
が
見
え
て
き
た
。
毎
朝
観
察

す
る
が
、
成
長
し
て
い
る
か
ハ
ラ
ハ

ラ
だ
。
子
ど
も
た
ち
も
い
つ
も
見
て

い
く
。

－

そ
う
話
す
先
生
の
声
は
生

き
生
き
し
て
い
た
。

　

そ
れ
か
ら
３
日
後
に
、
ど
う
し
て

も
自
分
の
目
で
観
察
し
た
く
な
り
、

鷹
山
小
学
校
に
行
き
水
槽
を
見
せ
て

も
ら
っ
た
。
幅
１
２
０
㌢
く
ら
い
の

立
派
な
水
槽
で
あ
る
。
中
を
網
で
分

け
て
、
左
側
に
５
㌢
く
ら
い
の
き
れ

い
な
ひ
し
形
の
魚
が
泳
い
で
い
る
。

右
側
に
生
ま
れ
て
１
カ
月
経
ち
よ
う

や
く
ひ
し
形
と
わ
か
る
小
さ
な
魚
２

尾
が
泳
い
で
い
る
。
ま
た
そ
れ
に
交

じ
っ
て
、
数
日
前
に
葉
か
ら
離
れ
動

き
始
め
た
と
き
に
、
そ
の
ま
ま
移
し

た
小
さ
な
命
が
動
い
て
い
る
。
は
た

し
て
成
長
す
る
の
か
。

　

そ
の
日
か
ら
４
日
過
ぎ
た
日
に
、

あ
ら
た
め
て
電
話
で
聞
い
て
み
た
。

２
尾
は
元
気
で
成
長
し
て
い
る
。
し

か
し
、
そ
の
ほ
か
の
生
ま
れ
た
小
さ

な
エ
ン
ゼ
ル
フ
ィ
ッ
シ
ュ
は
す
べ
て

消
え
て
し
ま
っ
た
。
な
ぜ
生
き
ら
れ

な
い
の
か
わ
か
ら
な
い
と
い
う
。

　

水
槽
の
中
で
繰
り
広
げ
ら
れ
る

「
い
の
ち
」
の
出
来
事
。
子
ど
も
た

ち
が
何
か
を
感
じ
取
っ
て
く
れ
れ
ば

と
思
う
。
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※東洋経済新報社が独自の指標で
　まとめたランキング


